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舞鶴市は「SDGs 未来都市」に選出され、
IT を活用した心が通う便利で心豊かな田舎暮らしを目指しています。

市公式 Instagramは
こちら

 特集　田辺藩 400 年
　　　　今に残る歴史

新型コロナウイルス感染症に
関する相談先

かかりつけ医など、地域の身近な医療機関  平日の診療時間
きょうと新型コロナ医療相談センター（☎ 075・414・5487）  24時間365日対応

# ヅルいい舞鶴 # my ヅルいい

舞鶴、
良い。 @aoinowanko



　
舞
鶴
の
近
世
の
幕
開
け
は
、
湿
地
帯

で
田
園
が
広
が
っ
て
い
た
西
舞
鶴
の
平

野
部
に
田
辺
城
が
築
城
さ
れ
た
こ
と
に

始
ま
り
ま
す
。

　
戦
国
時
代
の
丹
後
は
一
色
氏
が
治
め

て
い
ま
し
た
が
、
１
５
７
９
（
天
正
７
）

年
に
織
田
信
長
の
命
を
受
け
た
明
智
・

細
川
勢
に
攻
略
さ
れ
て
衰
退
し
、
１
５

８
０
（
天
正
８
）
年
か
ら
細
川
藤
孝
（
幽

斎
）・
忠
興
が
治
め
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
田
辺
城
は
１
５
８
８
（
天
正
16
）

年
に
幽
斎
（
藤
孝
）
の
隠
居
城
と
し
て

築
か
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し

て
田
辺
城
は
そ
の
優
美
な
姿
か
ら
舞ぶ

か
く鶴

城
と
も
呼
ば
れ
ま
し
た
。

　
１
６
０
０
（
慶
長
５
）
年
、
関
ヶ
原

の
戦
い
の
功
績
に
よ
り
、
細
川
忠
興
は

豊
前
国
（
福
岡
県
・
大
分
県
）
な
ど
を

与
え
ら
れ
、
豊
前
国
中
津
へ
移
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
細
川
家
の
あ
と
に
は
、

京
極
高
知
が
入
国
。
１
６
２
２（
元
和
８
）

年
に
高
知
が
死
去
す
る
と
、
丹
後
は
宮

津
・
田
辺
・
峰
山
の
３
藩
に
分
割
さ
れ
、

三
男
の
高
三
が
田
辺
を
治
め
る
こ
と
に

な
り
、
こ
こ
に
田
辺
藩
が
立
藩
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

細
川
藤
孝
に
よ
る
丹
後
の
平
定

田
辺
藩
の
立
藩

22022 広報まいづる 10月号



特集

田辺藩 400年
今に残る歴史

田辺城を築城し、西舞鶴のまちの基礎を作った細川幽斎公
をイメージして作られたキャラクターの「ゆうさいくん」。
細川幽斎没後400年となった2010年に誕生しました。
「ゆうさいくん」は知っている、見たことあるという人は
多いかもしれませんが、今の西舞鶴が形作られた歴史を知っ
ている人は意外と少ないのではないでしょうか。
西舞鶴の城下町づくりが始
まった当時、西舞鶴は海抜の低
い湿地帯。そこから現在の西舞
鶴が作られた歴史にはたくさん
の物語がありました。

―西舞鶴のまち並みから―

　
田
辺
藩
は
京
極
高
三
が
初
代
田
辺
藩

藩
主
と
な
り
、
２
代
目
藩
主
高
直
を
経

て
、
３
代
目
高
盛
の
時
に
但
馬
国
豊
岡

へ
国
替
え
と
な
り
ま
し
た
。
代
わ
っ
て

田
辺
藩
を
治
め
る
こ
と
に
な
る
の
が
、

牧
野
家
で
す
。
以
後
、
牧
野
家
が
約
２

０
０
年
に
わ
た
り
田
辺
藩
を
治
め
、
明

治
維
新
の
後
10
代
目
弼す

け
し
げ成

の
時
、
１
８

６
９
（
明
治
２
）
年
に
田
辺
を
舞
鶴
へ

改
め
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
舞
鶴
市
の
歴
史
の
中
で
、
大
き
な
ま

ち
づ
く
り
が
行
わ
れ
た
の
は
２
回
。
明

治
時
代
の
海
軍
に
よ
る
市
街
地
づ
く
り
。

そ
し
て
、
今
回
特
集
す
る
安
土
桃
山
時

代
か
ら
江
戸
時
代
に
か
け
て
行
わ
れ
た
、

西
舞
鶴
の
田
辺
城
下
町
づ
く
り
で
す
。

　
今
で
も
西
舞
鶴
地
区
の
ま
ち
並
み
か

ら
は
、
城
下
町
の
歴
史
を
感
じ
ら
れ
る

部
分
が
随
所
に
見
ら
れ
ま
す
。
皆
さ
ん

が
普
段
何
気
な
く
見
て
い
る
も
の
や
何

気
な
く
通
っ
て
い
る
道
は
、
実
は
江
戸

時
代
に
起
源
を
持
つ
も
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

　

▲ゆうさいくん

田
辺
か
ら
舞
鶴
へ

分
厚
い
歴
史
の
上
に
あ
る
西
舞
鶴
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信
長
に
よ
る
天
下
平
定
が
ま
も

な
く
完
成
す
る
と
み
た
幽
斎
は
、

戦
向
き
の
山
城
で
は
な
く
、
京
都

二
条
城
、
盟
友
光
秀
の
坂
本
城
や

亀
山
城
（
亀
岡
）、
秀
吉
の
長
浜

城
の
よ
う
に
、
平
野
に
城
を
築
き

ま
し
た
。
商
業
や
手
工
業
な
ど
を

重
視
し
た
城
下
町
を
発
展
さ
せ
る

平
和
で
豊
か
な
時
代
が
来
る
と
読

ん
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
当
時
、
西
舞
鶴
に
は
真
倉
川
と

池
内
川
が
そ
れ
ぞ
れ
別
に
流
れ
て

境谷

高野由里

上安久

京田
今田

公
文
名

湾

旧真倉川

瀬替

池内川
（現在）

伊佐津川
（現在）

高野川 

三柱神社 

田辺城跡 

N

旧池内川 
笠水神社 

お
り
、
そ
れ
ら
は
現
在
の
西
舞
鶴

駅
の
南
側
で
大
き
な
湿
地
帯
を
形

成
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
、
大
雨

が
降
る
と
下
流
一
帯
が
水
没
し
た

と
い
い
ま
す
。
幽
斎
は
な
ん
と
、

２
つ
の
川
を
上
流
部
で
一
本
に
合

流
さ
せ
て
「
伊
佐
津
川
」
を
誕
生

さ
せ
ま
し
た
。
実
は
、
伊
佐
津
川

は
人
工
的
に
造
ら
れ
た
川
だ
っ
た

の
で
す
。

　
こ
う
し
て
西
舞
鶴
の
川
は
現
在

の
姿
と
な
り
ま
し
た
。
高
野
川
と

伊
佐
津
川
は
、
田
辺
城
の
堀
の
役

割
も
果
た
し
、
北
側
に
は
海
、
南

側
は
湿
地
帯
と
、
西
舞
鶴
を
防
御

力
の
高
い
城
下
町
と
し
て
築
き
上

げ
ま
し
た
。

　
幽
斎
に
よ
り
造
ら
れ
た
伊
佐
津

川
。
し
か
し
、
そ
の
後
も
何
度
も

洪
水
が
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
っ
て

い
ま
す
。
一
度
大
雨
が
降
る
と
、

川
は
氾
濫
し
て
一
面
は
海
と
化

し
、
家
屋
を
押
し
流
し
、
田
辺
城

ま
で
泥
水
が
広
が
り
ま
し
た
。
京

極
高
知
の
時
代
に
は
幽
斎
の
意
志

を
受
け
継
ぎ
、伊
佐
津
川
の
改
修・

補
修
工
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
現
在
の
田
辺
城
付
近
の
海
抜
は

１
・
５
㍍
。
当
時
は
約
０
・
６
㍍

し
か
な
く
高
潮
と
の
戦
い
は
江
戸

時
代
を
通
し
て
続
い
た
そ
う
で
、

屋
敷
地
は
か
さ
上
げ
さ
れ
続
け
ま

し
た
。
現
在
で
も
、
城
下
町
時
代

の
各
町
境
に
は
深
い
石
組
水
路
が

残
っ
て
い
る
の
を
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
大
手
ポ
ン
プ
場
の
建
設
な
ど
現

在
も
浸
水
対
策
が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
西
市
街
地
は
昔
か
ら
水

害
と
の
戦
い
の
歴
史
が
あ
っ
た
の

で
す
。

　
京
極
高
知
の
伊
佐
津
川
の
補
修

工
事
に
は
一
つ
の
悲
し
い
物
語
が

残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
高
知
が
補
修
工
事
を
命
じ
た
庄

屋
（
※
）
山
口
長
左
衛
門
に
は
年

頃
の
美
し
い
娘
が
い
ま
し
た
。
娘

は
毎
日
昼
前
に
な
る
と
工
事
場
で

働
く
父
親
に
弁
当
や
菓
子
を
運
び

ま
し
た
。
工
事
に
は
地
元
を
は
じ

め
、
丹
後
や
若
狭
方
面
か
ら
も
多

く
の
人
が
働
き
に
来
て
お
り
、
美

し
い
娘
の
こ
と
は
た
ち
ま
ち
彼
ら

の
評
判
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
た

め
工
事
が
は
か
ど
ら
ず
、
襲
っ
て

き
た
洪
水
で
よ
う
や
く
築
き
か
け

た
堤
防
も
根
こ
そ
ぎ
流
さ
れ
る
な

ど
、
工
事
は
遅
れ
る
ば
か
り
。
そ

の
う
ち「
あ
の
娘
が
原
因
で
は
…
」

「
あ
の
娘
さ
え
い
な
け
れ
ば
…
」

と
、
藩
の
役
人
は
主
命
に
よ
り
、

あ
る
夜
ひ
そ
か
に
娘
を
誘
い
出
し

切
り
捨
て
ま
し
た
。
そ
の
後
は
皆

仕
事
に
精
を
出
す
よ
う
に
な
り
、

遅
れ
た
工
事
も
取
り
戻
し
、
新
し

い
川
が
で
き
ま
し
た
。
村
人
た
ち

は
犠
牲
に
な
っ
た
娘
を
哀
れ
に
思

い
、
そ
の
霊
を
慰
め
る
た
め
堤
防

の
脇
に
、
石
地
蔵
を
建
て
「
一
本

松
」
を
植
え
て
懇
ろ
に
祭
っ
た
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
い
つ

の
頃
か
ら
か
、こ
の
石
地
蔵
を「
一

本
松
地
蔵
」
と
い
う
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　
西
舞
鶴
の
ま
ち
づ
く
り
の
過
程

に
は
、
こ
う
し
た
話
以
外
に
も
興

味
深
い
話
が
い
く
つ
も
残
さ
れ
て

い
ま
す
。

▲道路や地形は現代のもの

※庄屋…代官のもと村政を担った村の首長

伊
佐
津
川
の
誕
生

伊
佐
津
川
の
一
本
松
地
蔵

▲一本松地蔵

42022 広報まいづる 10月号



特集  田辺藩 400 年 今に残る歴史

京都地方
裁判所
●

JA
●

舞鶴
警察署
●

西舞鶴
図書館
●

明倫
小学校

城北中学校

舞鶴
こども園

伊佐津川
運動公園

新相生橋

相
生
橋

伊佐津川

27

28

175

27

27

〒

高
野
川

西舞鶴駅

二の丸

三の丸

大手門

外
曲
輪

船
着
門

三の丸

三の丸

大内門

本丸

南門

▲約300年前、田辺城下を襲った大火の後、今の場所に移
転した吉原。軒の連なる家並みや漁民が掘った入江と両
岸に舟屋の並ぶ風景など、市内でも独特の景観を持つ

　
当
時
の
田
辺
城
の
城
域
を
今
の

ま
ち
並
み
に
照
ら
し
合
わ
せ
る
と
、

今
で
も
水
路
や
道
路
な
ど
に
城
域

で
あ
っ
た
痕
跡
を
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
堀
や
石
垣
、
街
路
は
城

を
守
る
た
め
に
必
要
不
可
欠
な
も

の
で
し
た
。

　
幽
斎
に
よ
っ
て
築
か
れ
た
田
辺
城

は
京
極
家
時
代
に
三
ノ
丸
が
拡
張
さ

れ
、
牧
野
家
時
代
に
は
城
の
改
修
な

ど
が
行
わ
れ
、
１
８
７
３
（
明
治

６
）
年
に
廃
城
に
な
る
ま
で
そ
の
姿

が
維
持
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
城
域
は

南
が
Ｊ
Ｒ
西
舞
鶴
駅
の
北
側
に
残
る

水
路
、西
側
と
北
側
は
国
道
27
号
線
、

東
側
は
府
道
大
内
交
差
点
の
南
北
７

０
０
㍍
、
東
西
３
０
０
㍍
の
縄
張
り

を
持
っ
て
い
た
と
さ
れ
ま
す
。

　
石
垣
を
見
る
と
、
舞
鶴
公
園
の

城
門
を
入
っ
た
と
こ
ろ
は
本
丸
の

天
守
台
、
う
の
も
り
神
社
と
舞
鶴

公
園
の
Ｊ
Ｒ
線
路
脇
は
二
ノ
丸
の

石
垣
で
す
。
堀
で
は
Ｊ
Ｒ
西
舞
鶴

駅
東
口
を
流
れ
る
も
の
や
、
裁
判

所
の
前
か
ら
大
手
川
に
な
る
も
の

は
三
ノ
丸
の
堀
跡
で
す
。

　
ま
ち
の
地
割
や
道
筋
な
ど
は
幽
斎

の
頃
に
造
ら
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
地

割
、
道
筋
、
溝
な
ど
は
、
今
と
ほ
と

ん
ど
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　
田
辺
城
を
中
心
に
城
下
町
が
造
ら

れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
城
下
町
も
城

の
防
御
の
一
環
と
し
て
考
え
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。
道
の
造
り
は
コ

の
字
型
の
鉤か

ぎ
の
手
や
食
い
違
い
、
三

差
路
な
ど
が
基
本
と
な
り
、
敵
が
攻

撃
を
仕
掛
け
て
き
た
時
に
見
通
し
を

悪
く
し
、
簡
単
に
進
ま
せ
な
い
工
夫

が
さ
れ
ま
し
た
。

　
西
市
街
地
は
道
が
狭
い
、
車
で
走

り
に
く
い
な
ど
と
言
わ
れ
ま
す
が
、

そ
れ
は
歴
史
の
名
残
な
の
で
す
。

▲西市街地のいたるところに残る石垣や堀跡

①寺内にある広っぱ。当時は青線の道はなく、赤線のコの字型の道であった
②道を直交させないでわざとずらして交差させた食い違いの道
③至るところで見られる三差路

▲城下町と外の村を分けた「農人橋」。
この橋を渡って田辺城下に野菜が運
び込まれた

▲高野川に架かる田辺大橋。高野川を自然
の外堀とした当時は、城と町をつなぐ唯一
の橋であった

② ③
▲現代の地図に昔の田辺城域を照らし合わせた地図

田
辺
城
域
の
名
残

戦
略
道
路
と
し
て
の
道

①
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田辺城の歴史に楽しみながら触れることのできるイベントを開催します。
舞鶴の歴史を自分の肌で感じてみませんか？問観光振興課（☎66・1024）

　
明
治
時
代
ま
で
田
辺
藩
を
治

め
た
牧
野
家
は
、
平
和
で
安
定
し

た
藩
政
に
努
め
、
藩
主
・
藩
士
・

藩
民
が
一
体
と
な
っ
て
繁
栄
を

築
き
あ
げ
ま
し
た
。
そ
の
繁
栄
の

原
動
力
と
な
っ
た
の
が
、
人
材
育

成
で
す
。

　
天
明
年
間
（
１
７
８
１
～
１
７

８
９
）
第
６
代
藩
主
牧
野
宣
成
の

時
代
に
藩
校
「
明
倫
斎
」
が
田
辺

城
三
ノ
丸
に
開
か
れ
ま
し
た
。
そ

の
後
、
文
久
年
間
（
１
８
６
１
～

１
８
６
４
）
第
９
代
藩
主
誠
成
の

時
代
に
学
舎
を
増
改
築
し
て
、
藩

校
明
倫
斎
を
「
明
倫
館
」
に
、
明

治
維
新
後
に
「
明
倫
小
学
校
」
と

な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
教
養
を
身
に
付
け
た
庶

民
も
次
世
代
の
人
た
ち
を
教
育

す
る
た
め
に
率
先
し
て
寺
小
屋

を
営
み
、
人
材
育
成
に
努
め
ま
し

た
。

　
こ
う
し
た
環
境
の

中
、
田
辺
藩
か
ら
は
、

そ
の
後
舞
鶴
に
鎮
守

府
を
誘
致
す
る
た
め

に
貢
献
す
る
こ
と
と
な

る
伊
藤
雋と

し
よ
し吉

な
ど
、
現

在
の
舞
鶴
を
語
る
上
で

な
く
て
は
な
ら
な
い
人

材
の
育
成
に
貢
献
し
ま

し
た
。
昨
年
、
舞
鶴
は

海
軍
鎮
守
府
開
庁
１
２

０
年
を
迎
え
ま
し
た

が
、
そ
の
物
語
の
歴
史

に
は
、
田
辺
藩
が
大
き

く
関
わ
っ
て
い
た
の
で

す
。

　
約
２
７
０
年
続
い
た
江
戸
幕

府
が
倒
れ
、１
８
６
８
（
明
治
元
）

年
に
は
明
治
新
政
府
が
誕
生
し

ま
す
。
明
治
維
新
は
今
ま
で
に
は

な
い
大
変
革
で
し
た
。
さ
ら
に
舞

鶴
市
民
に
と
っ
て
は
鎮
守
府
開

庁
と
い
う
大
変
革
が
待
っ
て
い

ま
し
た
。

　
１
９
０
１
（
明
治
34
）
年
の
鎮

守
府
開
庁
は
西
市
街
地
に
も
大

き
な
影
響
を
与
え
ま
す
。
特
に
大

き
な
こ
と
は
舞
鶴
駅
（
現
Ｊ
Ｒ
西

舞
鶴
駅
）
の
設
置
で
す
。
鎮
守
府

開
庁
に
よ
る
物
資
な
ど
の
輸
送

の
た
め
、
１
９
０
４
（
明
治
37
）

年
に
舞
鶴
駅
が
設
置
さ
れ
る
と
、

駅
と
当
時
の
西
市
街
地
の
中
心

地
で
あ
る
竹
屋
商
店
街
や
平
野

屋
商
店
街
を
結
ぶ
た
め
に
真
名

井
商
店
街
が
整
備
さ
れ
た
の
で

す
。

　
今
回
紹
介
し
た
も
の
は
４
０

０
年
の
歴
史
の
ほ
ん
の
一
つ
に

す
ぎ
ま
せ
ん
。
舞
鶴
市
は
城
下
町

で
栄
え
た
西
地
区
と
海
軍
の
町

と
し
て
栄
え
た
東
地
区
、
そ
れ
ぞ

れ
の
特
徴
を
持
っ
た
と
て
も
面

白
い
ま
ち
で
す
。
歴
史
や
物
語
は

今
後
も
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

特集  田辺藩 400 年 今に残る歴史

郷土資料館
（☎ 75・8836）

田辺城資料館
（☎76・7211）
【開館時間】9 時～ 17 時
【休館日】月曜日（祝日の場合
はその翌々日）と祝日の翌日、
年末年始

【住所】南田辺 15-22

もっと歴史を知りたい人は

▶
明
倫
小
学
校
に
残
る
「
明
倫
館
」
の
門

▲現在の真名井通り

▲昭和52年に完成したアーケード ▲昭和29年の真名井通り

鎮
守
府
開
庁
を
迎
え
て

今
に
つ
な
が
る
人
材
育
成

【開館時間】9 時～ 17 時
【休館日】月曜日（祝日の場合
はその翌々日）と祝日の翌日、
年末年始

【住所】北田辺 51

62022 広報まいづる 10月号



田辺籠城戦国まつり 2022 in もうひとつの関ヶ原 舞鶴
田辺城の歴史に楽しみながら触れることのできるイベントを開催します。
舞鶴の歴史を自分の肌で感じてみませんか？問観光振興課（☎66・1024）

▪明倫館歴史教室2022
【日時】10月22日㈯14時～16時
【場所】西総合会館
【内容】田辺藩士で幕末から明治に近代日本の国づくりに
多大な貢献をした石黒貫二の生涯を学ぶ

【定員】先着100人
▪田辺城フェスタ

【日時】10月23日㈰9時～12時
【場所】舞鶴公園一帯
【内容】ほくと鵬信会創立50周年記念事業として、お笑い
ライブやトークショー、甲

かっちゅう
冑着用体験ブースなど

▪戦国チャンバラinもうひとつの関ヶ原 舞鶴
【日時】10月23日㈰12時30分～17時
【場所】舞鶴公園一帯
【内容】舞鶴公園芝生広場を舞台に迫力のチャンバラ合戦
を開催。細川軍対西軍に分かれリアル田辺籠城を体感

【定員】先着300人（事前予約と当日受付あり）
【申し込み方法】事前予約分は10月22日㈯まで
に右コードで。

【その他】飲食ブースもあり

【日時】11月3日㈷9時～20時
【場所】朝代神社、舞鶴公園ほか
【その他】11月2日㈬11時～16時30分に場ならし（予行演
習）を水無月神社などで実施

【問い合わせ先】吉原太刀振保存会 会長の山尾さん（☎
76・0751）

吉原の太刀振
　市指定・府登録無形民俗文化財で、朝代神社に4年に1度奉
納される伝統行事。田辺籠城の際に吉原地区の漁師たちが海
の見張りを務めるなど貢献し、その功績から許された武道の型
を伝えたものとされている。振りには8つの型があり、幼児～成
人の男性が2人1組になって太鼓や笛のはやしに合わせて演じる。

田辺籠城とは？
　全国の大名が東軍・徳川家康方と、西軍・石田
三成方に分かれて戦った「関ヶ原の合戦」のおよそ
2か月前に起こった、田辺城での戦いです。徳川方
についた細川忠興制圧をめざし、西軍が1万5000
人もの軍勢で田辺城に攻め込みます。この時、忠興
は東軍の会津攻めに参加していて不在。細川軍は、
忠興の父・幽斎率いるわずか500人の軍勢で迎え
撃たなければなりませんでした。この圧倒的不利
の状況で幽斎がとった戦術が「籠城」です。落城寸
前にまで追い込まれますが、朝廷はその当時随一の
歌人であり古今伝授の伝承者である幽斎の討ち死に
を憂慮し、使者を遣わせて、両軍に停戦を命じました。
そして52日間にわたる籠城が幕を下ろしました。
　3日後の関ヶ原の合戦では徳川家康が勝利。細川
家は忠興の活躍とともに、幽斎が1万5000人の兵を
田辺に足止めし関ヶ原に参戦させなかったことも評
価され、11万石から39万石に大幅に加増され、九州
へ領地替えとなりました。
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か
ら
は
学
校
給
食
で「
引
き
揚
げ

の
日
」メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
、か
つ

て
引
揚
者
の
帰
国
手
続
き
を
し

た「
舞
鶴（
地
方
）引
揚
援
護
局
」

で
引
揚
者
に
提
供
さ
れ
た
食
事

の
レ
シ
ピ
の
資
料
を
も
と
に
、当

時
の
引
揚
者
が
最
初
に
口
に
し

た
日
本
の
食
事
を
再
現
し
、市
内

全
小
・
中
学
生
が
食
を
通
し
て

舞
鶴
の
ま
ち
の
歴
史「
引
き
揚
げ
」

に
つ
い
て
学
習
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
次
世
代
へ
の
継
承
を

課
題
に
し
て
き
た
中
、２
０
１
７

年
に
初
め
て
学
生
の
語
り
部
が

誕
生
。自
ら
希
望
し
て
語
り
部
養

成
講
座
へ
参
加
し「
戦
争
を
二
度

と
繰
り
返
さ
な
い
」と
の
思
い
か

ら
活
動
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

現
在
で
は
30
人
の
中
学
・
高
校

生
と
専
門
学
校
生
・
大
学
生
が

活
躍
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、引
揚
記
念
館
に
近
接
す

る
若
浦
中
学
校
で
は
２
０
２
０

第
二
次
世
界
大
戦
終
結
後
の

１
９
４
５
年
10
月
７
日
、
海
外

に
い
た
日
本
人
を
乗
せ
た
引
き

揚
げ
第
一
船
が
舞
鶴
港
へ
入
港
。

心
身
と
も
に
疲
れ
果
て
た
引
揚

者
に
対
し
、舞
鶴
の
人
々
は
沿
道

で「
お
か
え
り
な
さ
い
」「
ご
苦
労

さ
ま
で
し
た
」と
声
を
掛
け
、東

西
の
駅
で
は
お
茶
や
ふ
か
し
芋

な
ど
を
配
り
、温
か
く
迎
え
、ふ

る
さ
と
へ
と
見
送
り
ま
し
た
。

博
愛
の
精
神
を
も
っ
て
、引
揚

者
を
迎
え
た
歴
史
と
平
和
へ
の

願
い
を
未
来
へ
と
伝
え
る
た
め
、

２
０
１
８
年
9
月
、市
民
一
体
と

な
っ
て「
舞
鶴
引
き
揚
げ
の
日
」

を
制
定
し
ま
し
た
。

舞
鶴
引
き
揚
げ
の
日
を
広
く

知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、市
役
所

の
ロ
ビ
ー
で
の
展
示
や
平
和
祈

念
式
典
を
開
催
。
２
０
２
０
年

10
月
７
日 

舞
鶴
引
き
揚
げ
の
日

「
舞
鶴
引
き
揚
げ
の
日
」給
食

次
世
代
に
よ
る
継
承

舞
鶴
引
き
揚
げ
の
日

恒
久
平
和
へ
の
思
い
を
発
信

上左右）活躍する学生語り部

No.104

第
７
次
舞
鶴
市
総
合
計
画
に
基
づ

き
、
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
や
市

の
取
り
組
む
施
策
・
事
業
を
お
伝

え
す
る
「
市
政
の
今
」。
今
回
は
、
引

き
揚
げ
の
史
実
を
通
じ
た
平
和
施

策
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ＳＤＧｓ未来都市

82022 広報まいづる 10月号



シリーズ・市政の今 No.104

　引揚記念館は、小学校の社会見学で来た時から知っていて、興味
も少しありました。中学生になって先輩に語り部のことを教えても
らい、やろうと思いました。もともと人前で話すのが得意でないので、
実際やるとすごく緊張して失敗することもありますが、もっと練習
してしっかり伝わるように話していきたいと思います。舞鶴に住ん
でいて、引揚記念館は知っているけれど内容は知らない人がいるの
で、これからの活動で伝え、一人でも多く、舞鶴に
いるなら「引き揚げ」のことは当たり前に知ってい
る人というを増やしたいと思います。

I N T E R V I E W 　 学 生 語り 部 を 始 め たきっ か け や 思 い

　私は舞鶴に住んでいますが、福知山の学校に通っています。引揚記
念館に行った時、福知山の友達に舞鶴に住んでいるからということで
いろいろ聞かれて答えられないことがありました。そんな時、広報ま
いづるに語り部養成講座の記事が出ていると母から教えてもらって、
それで始めました。若浦中には語り部を伝えていく仕組みができあがっ
ていますが、他の学校はそうではなく、小学生の時に引揚記念館に行っ
てもそれ以降「引き揚げ」とのつながりが薄れていき
ます。若浦中みたいなことはできなくても、活動を続
ける中で、他の学校でも「引き揚げ」を伝えていける
よう、活動の幅を広げられたらと思います。

　若浦中で一つ上の先輩が、語り部の勧誘をしていて、自分が住ん
でいる舞鶴で昔あったことを知らないのは良くないなと思ったこと、
先輩が堂々としゃべっているのを見てかっこいいなと思って憧れた
こともあって語り部になりました。語り部として活動している中、
２つ歳の離れた後輩が語り部を始めているのを見ると、自分の活動
が少しずつ広がっているようでうれしいです。今後、全国の同世代
や自分たちより下の世代に「引き揚げ」のことを知っ
てもらうために活動し、全国に「引き揚げ」の史実
が伝わればと思います。

吉田 透子さん西舞鶴高 １年

　語り部の活動は、若浦中に入ってこの地域でしかできないこと
は何かと考えたとき、地域特有のことはこれだと思ってやってみ
たくなりました。小学生の時には、引揚記念館に行っても興味が
湧かなかったけれど、先輩の話を聞くと新鮮な話が多く、聞くの
も話すのも楽しいと、語り部をやって初めて分かりました。
自分の体験も踏まえ、小学生で興味のない児童や、
中学生の後輩に少しでも「引き揚げ」について興
味をもってもらえるような語り部になりたいと思
います。

宵田 琉偉さん若浦中  2 年

年
、
引
揚
者
を
迎
え
た
地
域
の

人
々
の
証
言
を
得
て「
引
揚
者
を

迎
え
る
歌
」を
、生
徒
の
皆
さ
ん

と
先
生
が
一
丸
と
な
っ
て
復
活

さ
せ
、忘
れ
去
ら
れ
よ
う
と
し
て

い
た
記
憶
の
継
承
に
大
き
く
貢

献
し
ま
し
た
。

学
生
語
り
部
は
舞
鶴
引
揚
記

念
館
の
イ
ベ
ン
ト
開
催
な
ど
に

合
わ
せ
て
活
動
し
て
い
ま
す
。今

年
の
３
月
に
は
、沖
縄
で
の
記
念

館
巡
回
展
で
語
り
部
活
動
を
し

た
ほ
か
、琉
球
大
学
の
学
生
と
平

和
や
戦
争
に
つ
い
て
意
見
交
換

し
ま
し
た
。

今
後
は
、国
内
各
地
の
次
世
代

を
担
う
若
い
世
代
と
の
交
流
や

海
外
の
研
究
者
、若
者
と
の
交
流

を
視
野
に
入
れ
て
、よ
り
世
界
的

な
視
点
か
ら
戦
争
や
平
和
に
つ

い
て
見
識
を
深
め
る
活
動
も
展

開
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
市
と
し
て
も
、こ
う
し
た

学
生
語
り
部
を
支
援
す
る
こ
と

で
、若
い
世
代
へ
史
実
を
継
承
し

て
い
く
と
と
も
に「
引
き
揚
げ
」

と
い
う
歴
史
的
な
役
割
を
果
た

し
て
き
た
使
命
と
し
て
、恒
久
平

和
へ
の
思
い
を
発
信
し
続
け
て

い
き
ま
す
。

今年の５月から理事長になりました。歴代
の理事長の功績の元でプレッシャーはあり
ますが、70人近くいる会員の高齢化が進む中、
私たちの年代が次に引き継ぐため、活動をよ
り発展していかなければと考えています。特
に、私たちの年代は「引き揚げ」を直接体験し
ていない分、体験者の「思い」をしっかり代弁
していくことが重要です。

そんな中、学生語り部は私たちより若い世
代にもかかわらず、その「思い」を受け止め、
さらに下の世代へ分かりやすい言葉に置き
換え伝えています。まさに「次世代から次世
代へ」伝えている姿は、私たちも見習わなけ
ればと思っています。

　「引き揚げ」の史実の継承は、今後も市は
手を休めず続けてほしいと思います。「引き
揚げ」がただ大変だったとか、悲しい思いを
していたとか通り一遍ではなく、平和の尊さ
や命の大切さをしっかり考えていくことが、
ご苦労された人の気持ちに添えるのではな
いかと考えており、そ
れらの思いを胸に、市・
学生語り部とともに伝
えていきたいと考えて
います。

未
来
に
向
か
っ
て

平
和
祈
念
式
典

　
毎
年
、10
月
７
日
に
近
い

土
曜
日
に
平
和
祈
念
式
典

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
今

年
は
式
典
終
了
後
に
学
生

語
り
部
に
よ
る
館
内
案
内

や
紙
芝
居
も
実
施
し
ま
す
。

【
日
時
】10
月
８
日
㈯
14
時

～
15
時

【
場
所
】引
揚
記
念
公
園

【
内
容
】平
和
へ
の
願
い
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信

【
問
い
合
わ
せ
先
】引
揚
記

念
館（
☎
68
・
０
８
３
６
）

I N T E R V I E W

平野 星那さん福知山高  1 年

林 琉希さん若浦中  2 年

勝島 勝彦さん

引揚語りの会理事長
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市
が
毎
週
日
曜
日
に
開
設
し
て

い
る「
舞
鶴
市
休
日
急
病
診
療
所
」

は
、舞
鶴
医
療
セ
ン
タ
ー
の
敷
地

内
に
あ
り
ま
す
。
休
日
急
病
診
療

所
で
は
、市
内
の
診
療
所
が
休
診

と
な
る
日
曜
日
に「
内
科
」の
比

較
的
病
状
が
軽
い
人
を
対
象
に
し

て
応
急
的
な
診
療
を
行
っ
て
い
ま

す
。医

師
は
舞
鶴
医
師
会
の
協
力
に

よ
り
、市
内
の
診
療
所
の
医
師
が

交
代
で
出
務
す
る
ほ
か
、市
民
病

院
か
ら
も
医
師
が
出
務
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、舞
鶴
薬
剤
師
会
の
協

力
で
薬
剤
師
が
出
務
し
て
い
ま
す

の
で
、薬
が
休
日
急
病
診
療
所
で

受
け
取
れ
ま
す
。

医
師
が
診
察
を
し
た
結
果
、症

状
が
重
い
場
合
や
詳
し
い
検
査

が
必
要
と
判
断
さ
れ
た
場
合
な
ど

は
、公
的
3
病
院（
舞
鶴
医
療
セ
ン

タ
ー
、
舞
鶴
共
済
病
院
、
舞
鶴
赤

十
字
病
院
）の
輪
番
病
院
を
紹
介

し
ま
す
。

ま
た
、診
療
時
間
が
集
中
し
な

い
よ
う
受
診
時
間
を
調
整
し
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
、受
診
を
希
望

す
る
場
合
は
あ
ら
か
じ
め
電
話
で

の
受
診
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

最
近
で
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

舞
鶴
市
休
日
急
病
診
療
所っ
て
？

症状が比較的軽い 重症

内科 舞鶴市休日急病診療所 公的３病院の輪番病院 ( ※ )

外科 公的３病院の輪番病院 ( ※ ) 公的３病院の輪番病院 ( ※ )

小児科 公的３病院の輪番病院 ( ※ ) 公的３病院の輪番病院 ( ※ )

《診療所周辺地図》

ル
ス
感
染
症
の
疑
い
の
あ
る
人
も

受
診
す
る
た
め
、発
熱
な
ど
の
症

状
の
あ
る
人
は
自
家
用
車
に
乗
っ

た
ま
ま
診
療
を
行
う
な
ど
診
療
場

所
を
分
け
て
い
ま
す
。

急
に
症
状
が
出
て
つ
ら
い
と
き

（
発
熱
、腹
痛
、吐
き
気
、め
ま
い

な
ど
）に
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　《
地
域
医
療
課
》

※当日の輪番病院はホームページで確認を。右コードからアクセス可
　（23 ページに関連ページ）

《日曜日の日中の診療体制》

毎週日曜日に開設している

舞鶴市休日急病診療所

102022 広報まいづる 10月号



受診の際は、事前に受付時間内に電話で連絡して
ください。スムーズな受診のため、あらかじめ問診
票の内容を電話で聞く場合があります。

《受診の流れ》※令和 4 年 10 月時点

ハザードランプを
つけて車内で待機

�
診
療
時
間

毎
週
日
曜
日
の
９
時
～
12
時
、

13
時
～
17
時（
受
付
時
間
は
そ
れ

ぞ
れ
終
了
30
分
前
ま
で
）

�
場
所

舞
鶴
医
療
セ
ン
タ
ー
敷
地
内

�
問
い
合
わ
せ
先

同
診
療
所（
診
療
時
間
の
み
、☎

63
・
４
９
７
０
）

休日急病診療所と病院との連携

日曜日に体調がすぐれない
ときに電話で連絡（内科） 応急的な診療 専門的な検査・治療など

患 

者

休
日
急
病
診
療
所

病 

院受診 必要があれば
紹介

①電話連絡

②到着の連絡
車から電話で
到着の連絡

それ以外の人

④診察

③受け付け
車内から保険証、お
薬手帳の提出、検温

受付窓口で保
険証、お薬手帳
の提出、検温、
問診票記入

車内で診察 診察室で診察

車内で料金の支払い、
薬剤師から薬の受け
取り

受付窓口で料金
の支払い、診療
所内で薬剤師か
ら薬の受け取り

⑤会計、薬の受け取り

感染症の疑いが
ある人

11



　
介
護
保
険
で
要
介
護
4
か
5
と

認
定
さ
れ
た
市
民
税
非
課
税
世
帯

の
65
歳
以
上
の
人
を
在
宅
介
護
し

て
い
る
家
族
に
、介
護
用
品
の
購

入
チ
ケ
ッ
ト
を
支
給
し
ま
す
。
10

月
中
旬
頃
に
対
象
者
へ
支
給
申
請

書
を
発
送
し
ま
す
。

▼
詳
し
く
は
、高
齢
者
支
援
課（
☎

66
・
１
０
１
３
）へ
。

　
高
齢
者
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に

か
か
る
と
重
症
化
す
る
恐
れ
が
あ

り
ま
す
。予
防
接
種
で
、発
症
と
重

症
化
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

【
期
間
】12
月
30
日
㈮
ま
で

【
対
象
】65
歳
以
上
で
接
種
を
希
望

す
る
人

【
自
己
負
担
金
】１
，５
０
０
円（
令

和
４
年
度
市
民
税
非
課
税
世
帯
や

生
活
保
護
世
帯
の
人
は
事
前
申
請

で
無
料
）

▼
詳
し
く
は
、健
康
づ
く
り
課（
☎

65
・
０
０
６
５
）へ
。

暮
ら
し
の
情
報

介
護
用
品
支
給
チ
ケ
ッ
ト
の

支
給
申
請
書
を
発
送

　
市
で
は
乳
が
ん
の
正
し
い
知
識

を
広
め
、検
診
や
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ

ク
な
ど
、
乳
が
ん
の
早
期
発
見
・

治
療
の
大
切
さ
を
伝
え
る
ピ
ン
ク

リ
ボ
ン
活
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

期
間
中
、五
老
ス
カ
イ
タ
ワ
ー
、赤

れ
ん
が
パ
ー
ク
、田
辺
城
城
門
を

ピ
ン
ク
色
に
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
し
て

周
知
し
ま
す
。
乳
が
ん
検
診
は
２

年
に
１
回
、定
期
的
に
受
け
る
こ

と
が
大
切
で
す
。
早
期
発
見
で
き

た
場
合
の
５
年
生
存
率
は
99
・
８

㌫
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん

の
大
切
な
人
に
受
診
を
勧
め
て
く

だ
さ
い
。　
　
　《
健
康
づ
く
り
課
》

　
神
経
系
難
病
の
専
門
医
に
よ
る

個
別
相
談
を
実
施
。

【
日
時
】10
月
25
日
㈫
13
時
～
16
時

【
場
所
】中
丹
東
保
健
所

【
対
象
】市
内
在
住
で
、次
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
人
と
そ
の
家
族

❖
手
や
足
が
震
え
る
、ス
ム
ー
ズ

に
歩
け
な
い
、し
ゃ
べ
り
に
く
い
、

飲
み
込
み
に
く
い
な
ど
神
経
系
の

の
症
状
が
継
続
し
て
い
る
人

都
市
計
画
図
書
の
縦
覧

市議会議員
一般選挙

投票日
　11 月 20 日㈰
告示日
　11 月 13 日㈰

▪ 立候補予定者説明会
【日時】10 月 19 日㈬ 13 時 30 分
から

【場所】総合文化会館
▶詳しくは、市選挙管理委員会事
務局（総務課内、☎ 66・1044）へ。

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
は　
月
１
日
か
ら

10

　
月
は
ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
月
間

10

❖
神
経
系
難
病
と
診
断
さ
れ
た
人

【
申
し
込
み
方
法
】10
月
11
日
㈫
～
18

日
㈫
に
電
話
で
中
丹
東
保
健
所（
☎

75
・
０
８
０
６
）へ
。

　
北
吸
墓
園
の
使
用
者
を
募
集
。

１
世
帯
１
人
ま
で
。

【
対
象
】
❖
本
市
に
住
所
が
あ
り
、

祭さ
い
し祀

を
主
宰
す
る
人
❖
使
用
許
可

を
受
け
た
日
か
ら
３
年
以
内
に
規

定
の
墳
墓
を
設
置
で
き
る
人

【
定
員
】22
区
画（
抽
選
で
区
画
を

決
定
）

【
料
金
】１
区
画
25
万
円（
管
理
料

が
年
間
４
，２
０
０
円
必
要
）

【
申
し
込
み
方
法
】10
月
３
日
㈪
～

21
日
㈮
の
平
日
に
所
定
の
用
紙（
生

活
環
境
課
、西
支
所
、加
佐
分
室
に

備
え
付
け
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
。
左
コ
ー
ド

か
ら
ア
ク
セ
ス
可
）を
持
参
か
郵

送
で
同
課
へ
。

▼
詳
し
く
は
、生
活
環
境

課（
☎
66
・
１
０
６
４
）へ
。

　
同
公
社
所
有
の
土
地（
倉
谷
）を

条
件
付
一
般
競
争
入
札
に
よ
り
売

却
し
ま
す
。
入
札
申
込
書
な
ど
の

必
要
書
類
提
出
期
間
は
10
月
７
日

㈮
～
25
日
㈫（
必
着
）ま
で
。
所
在

地
な
ど
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
。
左
下
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク

セ
ス
可
。

▼
詳
し
く
は
、
同
公
社

（
☎
66
・
2
0
1
1
）へ
。

　
10
月
17
日
㈪
～
23
日
㈰
は
行
政

相
談
週
間
で
す
。
原
則
毎
月
第
２

火
曜
日
の
14
時
～
15
時
30
分
に
行

政
相
談
委
員
が
、行
政
機
関
な
ど
が

行
う
仕
事
へ
の
意
見
・
要
望
・
苦

情
な
ど
を
聴
き
、解
決
の
た
め
の
助

言
や
関
係
機
関
へ
の
通
知
を
無
料

で
行
う「
行
政
相
談
委
員
に
よ
る
行

北
吸
墓
園
の
使
用
者
を
募
集

政
相
談
」を
行
っ
て
い
ま
す
。
気
軽

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。（
23
ペ
ー

ジ
に
関
連
記
事
）

▼
詳
し
く
は
、生
活
支
援
相
談
課

（
☎
66
・
１
０
０
６
）へ
。

　
都
市
計
画
案
を
縦
覧
。
期
間
内

は
意
見
書
の
提
出
が
で
き
ま
す
。

【
期
間
】10
月
７
日
㈮
～
21
日
㈮

【
縦
覧
場
所
】都
市
計
画
課
、
西
支

所
、加
佐
分
室
、中
公
民
館
、南
公

民
館
。
意
見
書
の
提
出
は
都
市
計

画
課

【
内
容
】舞
鶴
都
市
計
画
下
水
道
の

変
更

▼
詳
し
く
は
、
都
市
計
画
課（
☎

66
・
１
０
４
８
）へ
。

　

神
経
系
難
病
個
別
相
談

土
地
開
発
公
社
所
有
地
を

売
却

困っ
た
ら一人
で
悩
ま
ず

行
政
相
談

市の人口と世帯数 人口  78,225 人（ ‐ 61 人）　世帯  34,742 世帯（ ‐ 32 世帯）

男  39,273 人（ ‐ 38 人）　女  38,952 人（ ‐ 23 人）※令和４年 9 月１日現在の推計人口。（　）内は前月比 12



　
月
は
３
Ｒ
推
進
月
間

10

緊
急
地
震
速
報
訓
練
を
実
施

身
を
守
る
行
動
の
確
認
を

　
市
で
は
、ご
み
の
減
量
や
リ
サ

イ
ク
ル
に
積
極
的
に
取
り
組
む
店

舗
を「
マ
イ
・
リ
サ
イ
ク
ル
店
」に

認
定
し
て
い
ま
す
。
こ
の
取
り
組

み
は
、環
境
啓
発
と
リ
サ
イ
ク
ル

推
進
に
賛
同
い
た
だ
い
た
各
店
の

熱
意
と
努
力
に
よ
り
実
施
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

▪
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
食
品
ト
レ
イ

は
き
れ
い
に
洗
う

　
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、食
品
ト
レ
イ

の
回
収
を
行
っ
て
い
る
店
舗
で
は
、

汚
れ
て
い
る
も
の
が
回
収
ボ
ッ
ク

ス
に
投
入
さ
れ
て
い
た
り
、生
活

ご
み
が
不
法
投
棄
さ
れ
て
い
た
り

と
、ル
ー
ル
を
守
ら
な
い
利
用
が

相
次
い
で
い
ま
す
。
店
頭
回
収
は
、

各
店
独
自
の
取
り
組
み
の
た
め
、

店
舗
ご
と
に
ル
ー
ル
が
異
な
り
ま

す
。
ル
ー
ル
を
守
ら
な
い
利
用
の

増
加
や
、不
法
投
棄
が
相
次
ぐ
と
、

回
収
ボ
ッ
ク
ス
を
維
持
す
る
こ
と

が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
引
き
続

き
店
頭
回
収
の
取
り
組
み
を
実
施

で
き
る
よ
う
、ル
ー
ル
を
守
っ
た

ス
ー
パ
ー
な
ど
の
店
頭
回
収
は

ル
ー
ル
を
守っ
た
利
用
を

利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
詳
し
く
は
、
生
活
環
境
課（
☎

66
・
１
０
０
５
）へ
。

　
10
月
は
3
Ｒ（
リ
デ
ュ
ー
ス
：

ご
み
を
出
さ
な
い
、リ
ユ
ー
ス
：

繰
り
返
し
使
う
、リ
サ
イ
ク
ル
：

再
生
利
用
）推
進
月
間
で
す
。
日
々

の
生
活
の
中
で
で
き
る
ご
み
減
量

に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

【
ご
み
を
減
ら
す
た
め
に
で
き
る

こ
と
】❖
食
べ
切
れ
る
分
だ
け
買

い
、食
べ
残
し
を
し
な
い
❖
マ
イ

バ
ッ
グ
・
マ
イ
ボ
ト
ル
を
持
つ

❖
詰
め
替
え
の
商
品
を
買
う

▼
詳
し
く
は
、
生
活
環
境
課（
☎

66
・
１
０
０
５
）へ
。

　
毎
年
10
月
11
日
㈫
～
20
日
㈭
は

「
全
国
地
域
安
全
運
動
」で
す
。
各

地
の
防
犯
協
会
や
防
犯
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
と
地
域
安
全
運
動
の

強
化
や
相
互
間
の
連
携
を
緊
密
に

し
て
い
ま
す
。
地
域
で
も
安
全
の

た
め
の
呼
び
掛
け
に
ご
協
力
く
だ

さ
い
。

▼
詳
し
く
は
、舞
鶴
警
察
署
生
活

安
全
課（
☎
75
・
０
１
１
０
）へ
。

　
11
月
２
日
㈬
に「
防
災
行
政
無

線
」
や「
ま
い
づ
る
メ
ー
ル
配
信

サ
ー
ビ
ス
」な
ど
に
よ
る「
緊
急
地

震
速
報
訓
練
」を
実
施
し
ま
す
。

　
国
か
ら
Ｊ
‐
Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ（
全

国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
）を
通
じ

て
送
ら
れ
て
く
る
地
震
速
報
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。
今
自
分
が
い
る

場
所
で
、自
分
の
身
を
守
る
行
動

を
取
っ
て
く
だ
さ
い
。
家
庭
な
ど

で
は
机
の
下
に
も
ぐ
る
、屋
外
で

市
営
七
条
海
岸
駐
車
場
を

移
転

N

舞鶴市
商工観光
センター

東　港

与
保
呂
川

旧・市営七条海岸
駐車場

新・市営七条
海岸駐車場

八重山通り

潮路通り

満潮橋

七
条
通
り

五
条
通
り

九
条
通
り

コンビニ

舞鶴東消防署

入口

移転移転

は
、ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
倒
壊
・
転

倒
し
そ
う
な
も
の
か
ら
離
れ
る
な

ど
、緊
急
地
震
速
報
か
ら
揺
れ
が

来
る
ま
で
の
わ
ず
か
な
時
間
に
で

き
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、火
元
や
避
難
経
路
の
確
認
、

非
常
持
出
品
を
持
ち
出
す
な
ど
、

揺
れ
が
収
ま
っ
た
後
の
行
動
も
確

認
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

▼
詳
し
く
は
、危
機
管
理
・
防
災

課（
☎
66
・
１
０
８
９
）へ
。

　
市
営
七
条
海
岸
駐
車
場
が
移
転

し
ま
し
た
。
移
転
先
は
左
図
の
と

お
り
で
す
。

　
市
営
駐
車
場
の
利
用
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

下
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ

ス
可
。　
　
　《
土
木
課
》

全
国
地
域
安
全
運
動

ウズベキスタンから国際交流員が着任
　ウズベキスタン共和国から新たな国際交流員として、
アフメドフ・アシルベクさんが 8 月に着任しました。国
際交流員として、学校や市民の皆さんへの出前講座のほ
か、フェルガナ州リシタン地方との「茶栽培技術」「介護
福祉」「産業技術」分野の人材育成交流の支援など幅広い
業務を担当しています。
▪アシルベクさんからのメッセージ
　舞鶴市の皆さん、Assalomu alaykum.（アッサラーム ア
ライクム　ウズベク語で「こんにちは」）
　フェルガナ州のフルカットから参りました、アフメドフ・
アシルベクと申します。今回、京都外国語大学への留学以
来 3 年ぶりの来日となりました。
　これから舞鶴市の国際交流員として市民の皆さんにウズ
ベキスタンの文化、伝統、料理などを紹介したり、ウズベ
キスタンと舞鶴市の観光情報などを SNS で発信したりし
たいと思っています。
　また、母国では大学で日本語と英語を専攻し、その後、
教育センターで日本語の教師として勤務していました。日
本のことや日本語が大好きです。舞鶴市でも語学講座を行
いたいと考えています。
　ウズベキスタンと舞鶴市
の交流の懸け橋となれるよ
うに、精一杯頑張りますの
で、どうぞよろしくお願い
します。

《みなと振興・国際交流課》 ▲市長に抱負を語るアシルベクさん
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来
年
１
月
４
日
㈬
～
２
月
19
日
㈰

日
に
行
う「
メ
ッ
セ
ー
ジ
展
」に
展

示
す
る
絵
手
紙
、ち
ぎ
り
絵
、写
真

な
ど
を
募
集
。１
４
８
㍉
×
２
１
０

㍉（
Ａ
５
サ
イ
ズ
）ま
で
。１
人
３
点

ま
で
。

【
テ
ー
マ
】「
あ
っ
、す
ば
ら
し
い
！
」

ま
た
は「
ほ
ん
と
、あ
り
が
と
う
！
」

【
申
し
込
み
方
法
】12
月
20
日
㈫
ま

で
に
作
品
を
持
参
か
郵
送
で
ま
な

び
あ
む（
〒
６
２
５
‐
０
０
３
５
、

字
溝
尻
１
５
０
‐
11
）へ
。

▼
詳
し
く
は
、
ま
な
び
あ
む（
☎

64
・
４
０
６
０
）へ
。　

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
用
の
無

料
写
真
撮
影
や
申
請
書
の
受
け
付

け
、カ
ー
ド
の
交
付
を
行
う
窓
口

を
開
設
。

【
日
時
】10
月
15
日
㈯
、11
月
６
日

㈰
10
時
～
16
時

【
場
所
】市
役
所
本
館

【
対
象
】《
申
請
》次
の
全
て
に
該
当

す
る
人
❖
本
市
に
住
民
登
録
が
あ

る
❖
申
請
か
ら
２
か
月
以
内
に
市

外
へ
の
転
出
予
定
が
な
い
❖
マ
イ

赤
い
羽
根
共
同
募
金

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
初
め
て
申
請

す
る《
交
付
》マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
交
付
通
知
書
が
届
い
た
人

【
必
要
書
類
】本
人
確
認
書
類（
運
転

免
許
証
・
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
顔
写

真
付
き
な
ら
１
点
、健
康
保
険
証
、

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
証
、
年
金

手
帳
な
ど
な
ら
２
点
）、通
知
カ
ー

ド
、住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド（
持
っ

て
い
る
人
の
み
）が
必
要

【
申
し
込
み
方
法
】希
望
日
の
３

日
前
ま
で
の
平
日
に
予
約
専
用

ダ
イ
ヤ
ル（
９
時
～
12
時
、13
時

～
17
時
、☎
62
・
１
８
９
７
）へ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　《
市
民
課
》

　
８
月
１
日
～
９
月
２
日
に
募
集

し
た
み
ど
り
の
カ
ー
テ
ン
・
コ
ン

テ
ス
ト
の
受
賞
者
が
決
定（
応
募

作
品
全
11
点
）。

❖
最
優
秀
賞
…（
個
人
の
部
）小
川

真
純
❖
優
秀
賞
…（
団
体
の
部
）や

す
ら
ぎ
苑
丸
山
の
家
、（
学
校
等
の

部
）倉
梯
小
学
校

❖
特
別
賞
…（
団
体
の
部
）舞
鶴
市

身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　（
以
上
敬
称
略
）

▼
詳
し
く
は
、ま
い
づ
る
環
境
市

民
会
議
事
務
局（
生
活
環
境
課
内
、

☎
66
・
１
０
６
４
）へ
。

赤
十
字
運
動
へ
の
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
10
月
１
日
か
ら
赤
い
羽
根
共
同

募
金
が
全
国
一
斉
に
ス
タ
ー
ト
。

各
自
治
会
を
通
じ
て
お
願
い
す
る

戸
別
募
金
や
街
頭
募
金
、
法
人
募

金
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た

10
月
は
五
老
ス
カ
イ
タ
ワ
ー
が
赤

色
に
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
ま
す
。

温
か
い
ご
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
詳
し
く
は
、舞
鶴
市
共
同
募
金

委
員
会（
社
会
福
祉
協
議
会
内
、☎

62
・
７
０
４
４
）へ
。

　
５
月
か
ら
６
月
に
か
け
て
取
り

組
ん
だ
日
本
赤
十
字
社
活
動
資
金

の
募
集
で
は
、皆
さ
ん
の
ご
理
解

と
ご
協
力
で
、５
５
６
万
３
，６
０

２
円（
令
和
４
年
８
月
15
日
現
在
）

が
集
ま
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
寄
せ
ら
れ
た
資
金
は
、日
本
赤

十
字
社
の
国
内
外
で
の
災
害
救
護

活
動
や
救
護
資
器
材
の
整
備
な
ど

に
活
用
さ
れ
ま
す
。

▼
詳
し
く
は
、福
祉
企
画
課（
日
本

赤
十
字
社
舞
鶴
市
地
区
、
☎
66
・

１
０
１
１
）へ
。

み
ど
り
の
カ
ー
テ
ン
・
コ
ン
テ

ス
ト
の
受
賞
者
決
定

メ
ッ
セ
ー
ジ
展
２
０
２
３
の

展
示
作
品
を
募
集

事
前
予
約
でマ
イ
ナン
バ
ー
カ
ー

ド
の
申
請
と
交
付
を
受
け
付
け

12歳以上の新型コロナオミクロン株対応ワクチンと
5～11歳の小児３回目のワクチン接種を開始

問新型コロナワクチン接種コールセンター
　（☎68・9225、平日9時～17時）

▪オミクロン株対応ワクチン接種
【接種日時】接種日の10日前までに日時通知を送付
【対象】初回接種（２回目）を完了した12歳以上の人
【使用ワクチン】ファイザー社製かモデルナ社製のオミクロン
株対応ワクチン

【その他】接種券の再発行は電話でコールセンターへ。
▪小児（５～11歳）ワクチン３回目接種

【接種日時】初回接種（２回目）完了から５か月以上経過後
【使用ワクチン】小児用ファイザー社製ワクチン
【申し込み方法】接種券に同封の案内で確認を。
※小児接種の３回目の接種日時点で12歳の人はオミクロン株

対応ワクチンの接種
▪10月から小児ワクチンの初回接種は集団接種に変更
　これまで小児ワクチンの初回接種は市内協力医療機関で
の接種でしたが、10月から初回のワクチン接種も集団接種
に変更します。

【申し込み方法】電話でコールセンターへ。
※ 1…基礎疾患がある人、医療従事者など４回目の接種券発行申請をし、接

種券を送付済みの人
※ 2 …基礎疾患などがなく 4 回目の対象外の人

　10月中旬から東体育館（11月からは文化公園体育館）で集団
接種を開始します。下表を確認し、接種を希望する人は集団接
種への意向を回答してください。接種は無料。

対象（2回目済の12歳以上の人） 申し込み

3回目未

2回目から
5か月経たない人

新たに送付する
接種券に同封の案内で

その他 電話で。送付済みの
未利用の接種券を使用

3回目
済

4回目
未

3回目から
5か月経たない人

新たに送付する
接種券に同封の案内で

60歳以上 電話で。送付済みの
未利用の接種券を使用

18～59歳で
接種券がある人（※1）

電話で。送付済みの
未利用の接種券を使用

18～59歳で
接種券がない人（※2）

新たに送付する
接種券に同封の案内で

4回目済 新たに送付する
接種券に同封の案内で
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ハーフ折り返し

2km折り返し

通行止め
10：10～11：40

通行止め
10：00～12：15

通行止め
9：35～12：15【東行き車線】1車線規制

9：05～10：55

左上
拡大図

通行止め
8：50～12：15

通行止め
9：30～10：40

START

GOAL

【埠頭内】 通行止め
9：15～10：05

松ヶ崎

竜宮町

前島
埠頭

舞鶴港

舞鶴湾

愛宕山

朝来川

日本板硝子

海上自衛隊
舞鶴航空基地

雁又
トン
ネル

ジャパンマリンユナイテッド

自衛隊

大門通

2km

ハーフ
走路順路

～

～

5km

15km

10km

20km

5

6
4

7

3

2

2 12

8

11

10

9

1

1
1 12

1 2

寺川
27

●

●

●

●

●

総合文化会館

市
役
所
◎

警察署
（東庁舎）

夕潮台公園

八島
通り

富士
通り

七
条
通
り

三
条
通
り

五
条
通
り

あそびあむ

赤れんが
博物館 通行止め

9：35～12：15

通行止め
9：15～10：05

【東向き】 通行止め
9：15～12：15

【西向き】 通行止め
8：50～12：15

【全車線】 通行止め
8：50～12：15

コース図と
交通規制時間

▲赤れんが倉庫群前 ▲海上自衛隊北吸桟橋

赤れんがパークをメイン会場に「舞鶴赤れんがハーフマラソン 2022」を開催。海
上自衛隊のヘリ基地や自衛隊桟橋、大波街道などの海岸線を走り、赤れんがパーク
にゴールする「海軍ゆかりの港まち」ならではのコースは大好評。全国から集まった
約 2,100 人のランナーが駆け抜けます。

【スタート】❖ハーフの部 … 9 時 30 分　❖ 2 キロの部 … 9 時 49 分
【ランナーを応援しよう】ランナーに声援を送って一緒に大会を盛り上げましょう。
【交通規制にご協力を】レースの進行に合わせて交通規制を実施。コースの付近を通る場
合は、警察官や誘導員の指示に従ってください。安全なレース運営のため、ご協力をお願
いします。詳しくは、下図のとおり。

【応援者の来場は公共交通機関で】会場周辺の駐車場は選手専用です。応援や観戦で来場
する際は、公共交通機関を利用するか、最寄りの有料駐車場などをご利用ください。

舞鶴赤れんがハーフマラソン2022
10月9日（日）  9時30分スタート！

▶同大会に関する問い合わせ
は、実行委員会事務局（ス
ポ ー ツ 振 興 課 内、 ☎ 66・
1058）へ。大会ホームペー
ジ（下コードからアクセス可）
も。

応援しているランナー
がコース上のどこを走っ
ているのかをリアルタイ
ムで予測し、地図上に表
示できるスマートフォン
用無料アプリ。5㌔毎の
通過記録やゴール予測タ
イムも確認できます。

応援ナビを
利用しよう！
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略語の見方　時＝日時　　場＝場所・会場　　内＝内容　対＝対象　定＝定員、募集人数　料＝料金
　　　　　　他＝その他　申＝申し込み方法　問＝問い合わせ先

【ご注意】次の場合は記載していません。対 だれでも　定 特になし　料 無料　他 特になし　申 不要

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
、

予
定
が
変
更
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す

催
し

青
葉
山
ろ
く
公
園
DE
謎
解
き

時
11
月
13
日
㈰
ま
で
の
９
時
～
16
時
内
頭
と
体

を
使
っ
て
謎
を
解
き
、ゴ
ー
ル
を
目
指
す
料
❖
う

で
だ
め
し
・
挑
戦
状
①
…
１
０
０
円
❖
挑
戦
状

②
…
３
０
０
円
問
同
公
園（
☎
64
・
５
４
５
４
）へ
。

東
図
書
館 

（
☎
62
・
０
１
９
０
）

●
赤
ち
ゃ
ん
え
ほ
ん
の
ひ
ろ
ば

時
10
月
11
日
㈫
11
時
～
11
時
15
分

内
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
わ
ら
べ
う
た
遊
び
な
ど

対
０
～
２
歳
児

●
お
は
な
し
の
部
屋「
10
月
」

時
10
月
15
日
㈯
11
時
～
11
時
20
分

内
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
昔
話
の
ス
ト
ー
リ
ー

テ
リ
ン
グ
な
ど
対
小
学
生

●
と
し
ょ
か
ん
で
お
み
せ
や
さ
ん

時
10
月
29
日
㈯
10
時
30
分
～
12
時
、13
時
～
15

時
内
お
か
い
も
の
ご
っ
こ
と
本
の
展
示

対
幼
児
・
小
学
生
定
先
着
各
30
人
申
電
話
で
。

●
読
書
会

時
11
月
７
日
㈪
13
時
30
分
～
15
時

内
馳
星
周
著『
少
年
と
犬
』

西
図
書
館 

（
☎
75
・
５
４
０
６
）

●
赤
ち
ゃ
ん
お
は
な
し
会

時
10
月
19
日
㈬
11
時
～
11
時
15
分

内
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
わ
ら
べ
う
た
遊
び
な
ど

対
０
～
２
歳
児

●
秋
の
お
は
な
し
会

時
10
月
22
日
㈯
10
時
30
分
～
11
時
30
分
、14
時

～
15
時
内
人
形
劇
な
ど
の
お
は
な
し
会
と
工
作

遊
び
対
幼
児
・
小
学
生
定
先
着
各
30
人

申
電
話
か
窓
口
で
。

●
夜
の
ち
ょ
っ
と
コ
ン
サ
ー
ト
プ
ラ
ス

時

10
月
29
日
㈯
19
時
～
20
時
30
分
内
美み

か
り

香
里

に
よ
る
大
正
琴
と
ピ
ア
ノ
の
演
奏
と
夜
間
開
館

対
中
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
定
先
着
50
人

申
電
話
か
窓
口
で
。

●
え
ほ
ん
の
じ
か
ん

時

11
月
5
日
㈯
11
時
～
11
時
15
分
内
絵
本
の

読
み
聞
か
せ
な
ど
対
３
歳
以
上

み
な
と
オ
ア
シ
ス
登
録
記
念
イ
ベ
ン
ト

＆
ブ
ル
ー
フ
ェ
ス
タ
２
０
２
２

●
み
な
と
オ
ア
シ
ス
京
都
舞
鶴
う
み
と
び
ら

登
録
記
念
イ
ベ
ン
ト

時

10
月
15
日
㈯
10
時
～
16
時
場
西
港
大
野
辺

緑
地
周
辺
内
遊
覧
船
運
航
や
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
、

各
種
展
示
、物
販
、ミ
ニ
S
Ｌ
な
ど

●
第
八
管
区
海
上
保
安
本
部「
ブ
ル
ー
フ
ェ

ス
タ
２
０
２
２
」

時

10
月
15
日
㈯
10
時
～
16
時
場
西
港
第
３
ふ

頭
内
巡
視
船
等
一
般
公
開
や
体
験
航
海
、訓
練

公
開
、各
種
展
示
な
ど

●
ク
ル
ー
ズ
船「
飛
鳥
Ⅱ
」寄
港

時
10
月
15
日
㈯
8
時
入
港
17
時
出
港

他
第
２
ふ
頭
へ
の
出
入
り
は
で
き
ま
せ
ん

《
共
通
》
問

み
な
と
振
興
・
国
際
交
流
課（
☎

66
・
１
０
３
７
）

全
国
小
・
中
学
生
箏
曲
コ
ン
ク
ー
ル　
　

青
木
万
弥 

入
賞
記
念
コ
ン
サ
ー
ト

時
10
月
15
日
㈯
14
時
か
ら
場
西
市
民
プ
ラ
ザ

内
金
賞
受
賞
さ
れ
た
城
北
中
３
年
青
木
さ
ん
に
よ

る
コ
ン
サ
ー
ト
問
文
化
振
興
課（
☎
66
・
１
０
１
９
）

ふ
る
る
フ
ァ
ー
ム 

（
☎
68・
０
２
３
３
、火
曜
定
休
）

●
さ
つ
ま
い
も
掘
り
体
験

時
10
月
16
日
㈰
・
23
日
㈰
10
時
30
分
か
ら
、13

時
30
分
か
ら
定
先
着
各
30
人
程
度
料
８
０
０

円（
さ
つ
ま
い
も
３
㌔
）申
前
日
ま
で
に
電
話
で
。

●
大
浦
風
土
フ
ー
ド
体
験「
ふ
る
る
冒
険
団
」

瀬
崎
林
道
散
策
＆Xm

as

リ
ー
ス
作
り

時
11
月
５
日
㈯
10
時
か
ら
対
中
学
生
以
下（
未

就
学
児
や
支
援
が
必
要
な
子
ど
も
は
保
護
者
同

伴
）定
先
着
20
組
料
５
，０
０
０
円

申
前
日
ま
で
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
。下

コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
可
。

赤
れ
ん
が
バ
ザ
ー
ル

時
10
月
16
日
㈰
10
時
～
15
時
場
赤
れ
ん
が
４
号

棟
内
手
作
り
雑
貨
や
ス
イ
ー
ツ
販
売
、体
験
コ

ー
ナ
ー
問
赤
れ
ん
が
パ
ー
ク（
☎
66
・
１
０
９
６
）

創
作
画
展
～
ア
ー
ト
ワ
ー
ル
ド
～

時
10
月
17
日
㈪
～
28
日
㈮
９
時
～
17
時（
土
・

日
曜
日
、祝
日
は
除
く
）場
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
問
同
セ
ン
タ
ー（
☎
64
・
３
２
３
３
）

認
知
症
介
護
家
族
の
つ
ど
い

時
10
月
21
日
㈮
13
時
30
分
～
15
時

場
東
図
書
館
内
参
加
者
同
士
の
交
流
な
ど

対
認
知
症
の
人
を
介
護
し
て
い
る
家
族

問
高
齢
者
支
援
課（
☎
66
・
１
０
１
８
）

Ｊ
Ａ
感
謝
祭

時
10
月
22
日
㈯
９
時
～
13
時
場
ま
な
び
あ
む

内
カ
レ
ー
や
お
好
み
焼
き
、シ
フ
ォ
ン
ケ
ー
キ
な
ど

の
出
店
他
舞
鶴
国
際
交
流
協
会
や
ま
い
づ
る
肉
じ

ゃ
が
ま
つ
り
実
行
委
員
会
に
よ
る
出
店
も
問
Ｊ
Ａ

京
都
に
の
く
に
農
業
協
同
組
合（
☎
77
・
５
５
１
３
）

お
知
ら
せ
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▶田辺城資料館、ふるさと発見館（郷土資料館）／毎週月曜日（祝日の場合はその翌々日）と祝日の翌日
▶総合文化会館、陶芸館／毎週月曜日（祝日の場合はその翌日）　▶文化公園体育館／第２木曜日　▶東体育館／第３木曜日
▶中公民館／第４月曜日　▶まなびあむ、西・南・加佐公民館、大浦・城南会館／毎週月曜日
▶東図書館／毎週木曜日と祝日（火・木曜日の場合のみ）、毎月の最終火曜日
▶西図書館／毎週月曜日と祝日（月・水・金曜日の場合のみ）、毎月の最終水曜日

施設の
休館日

水
墨
画
作
品
展
示「
墨
で
描
く
恵
み
と
癒

し
と
命
の
海
」

時
10
月
29
日
㈯
ま
で
の
９
時
～
17
時
場
大
庄

屋
上
野
家
問
加
佐
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー（
☎

60
・
８
２
０
０
）

世
代
間
交
流
フ
ェ
ス
タ
２
０
２
２

時
10
月
16
日
㈰
10
時
～
12
時
場
大
波
上
集
会
所

内
フ
ラ
ダ
ン
ス
や
紙
芝
居
、ハ
ー
モ
ニ
カ
演
奏
な

ど
問
青
葉
民
生
児
童
委
員
協
議
会
の
梅
本
さ
ん

（
☎
０
９
０・４
８
８
０・５
６
５
０
）

サ
ロ
ン「
ぽ
ー
れ
ぽ
ー
れ
」 

 

（
☎
63
・
３
０
０
８
、ＦＡＸ
62
・
９
５
４
６
）

●
宮
津
サ
ン
ホ
ー
ム
利
用
者「
創
作
展
」

時
10
月
26
日
㈬
ま
で
10
時
～
16
時

●
障
害
者
囲
碁
大
会

時
11
月
４
日
㈮
13
時
～
17
時
場
身
障
セ
ン
タ

ー
対
市
内
在
住
で
障
害
の
あ
る
人
定
先
着
20

人
申
10
月
28
日
㈮
ま
で
に
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
。

京
都
舞
鶴
再
エ
ネ
フ
ェ
ス

時
10
月
28
日
㈮
～
10
月
30
日
㈰
場
前
島
ふ
頭（
29

日
㈯
は
し
お
じ
プ
ラ
ザ
・
商
工
観
光
セ
ン
タ
ー
周

辺
も
）内
水
素
自
動
車
な
ど
の
展
示
、e
‐
モ
ビ

リ
テ
ィ
の
試
乗
体
験
な
ど
他
10
月
29
日
に
環
境

フ
ェ
ス
タ
を
同
時
開
催
。
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
。
下
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
可

問
生
活
環
境
課（
☎
66
・
１
０
６
４
）

舞
鶴
水
産
実
験
所 

（
☎
62
・
５
５
１
２
）

●
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム「
京
都
の
海
の
魅
力
と
不
思
議
」

時
10
月
29
日
㈯
13
時
～
16
時
30
分
場
商
工
観
光

セ
ン
タ
ー
内
研
究
者
や
漁
業
者
の
講
演
、高
校
生

の
発
表
な
ど
対
中
学
生
以
上
定
先
着
１
５
０
人

申
当
日
ま
で
に
申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム
で
。

下
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
可
。

●
企
画
展「
舞
鶴
水
産
実
験
所
の
過
去
・
現

在
・
未
来
」

時
10
月
30
日
㈰
９
時
～
12
時
、13
時
～
16
時

場
舞
鶴
水
産
実
験
所
内
施
設
案
内
や
海
の
生

き
物
タ
ッ
チ
プ
ー
ル
、写
真
展
示
な
ど

定
先
着
各
50
人（
幼
児
や
学
童
は
保
護
者
同
伴
）

申
当
日
ま
で
に
申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム
で
。

下
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
可
。

え
ほ
ん
の
リ
ユ
ー
ス
会

時
10
月
29
日
㈯
10
時
30
分
～
12
時
、13
時
～
15

時
場
東
図
書
館
内
集
ま
っ
た
絵
本
を
１
人
１
冊

ま
で
配
布
他
小
学
生
未
満
は
保
護
者
同
伴

問
ま
い
づ
る
環
境
市
民
会
議（
生
活
環
境
課
内
、

☎
66
・
１
０
０
５
）

赤
れ
ん
が
博
物
館（
☎
66
・
１
０
９
５
）

●
灯
台
企
画
展

時
10
月
29
日
㈯
～
11
月
６
日
㈰

内
第
八
管
区
海
上
保
安
本
部
に
よ
る
灯
台
れ
ん
が

や
灯
台
写
真
パ
ネ
ル
な
ど
の
展
示

●
日
本
遺
産M

O
N

TH

イ
ベ
ン
ト

時
・
内
11
月
５
日
㈯
・
６
日
㈰
❖
入
場
無
料
デ
ー

❖
前
庭
コ
ン
サ
ー
ト
…
13
時
～
15
時（
雨
天
中
止
）

❖
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
コ
ー
ナ
ー
…
10
時
～
15
時

ふ
れ
あ
い
サ
ン
デ
ー

公
民
館
で
活
動
す
る
地
域
の
皆
さ
ん
や
地
元
の

子
ど
も
達
が
、日
ご
ろ
の
成
果
を
ス
テ
ー
ジ
で
披
露
。

時
・
場
❖
大
浦
会
館（
☎
68
・
２
０
１
０
）…
10

月
30
日
㈰
９
時
か
ら
❖
中
公
民
館（
☎
62
・

０
４
０
０
）…
11
月
13
日
㈰
10
時
か
ら

中
舞
鶴
の
日
本
遺
産
巡
り

時
11
月
３
日
㈷
９
時
～
12
時
場
中
総
合
会
館

集
合
定
先
着
20
人
他
小
学
生
以
下
は
保
護
者

同
伴
申
電
話
で
中
公
民
館（
☎
62・
０
４
０
０
）へ
。

男
女
共
同
参
画
講
演
会

時
11
月
５
日
㈯
13
時
30
分
～
15
時
場
総
合
文

化
会
館
内
元
柔
道
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
の
山
口

香
さ
ん
に
よ
る
講
演「
ス
ポ
ー
ツ
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー

平
等
」
対
市
内
在
住
の
人
定
先
着
３
０
０
人

他
無
料
託
児
あ
り（
要
予
約
）申
電
話
か
フ
ァ
ク

ス
、申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム
で
人
権
啓
発
推
進
課（
☎

66
・
１
０
２
２
、ＦＡＸ
62
・
９
８
９
１
）へ
。

下
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
可
。

バ
レ
ー
ボ
ー
ルV.LEAG

UE DIVISIO
N3

奈
良
ド
リ
ー
マ
ー
ズ
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム

時
11
月
５
日
㈯
・
６
日
㈰
11
時
か
ら
場
文
化
公

園
体
育
館
他
チ
ケ
ッ
ト
は
10
月
中
旬
か
ら
発
売
。

高
校
生
以
下
無
料
。
詳
し
く
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
。下
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
可
。

産
後
指
導
士
と
学
ぶ「
女
性
の
健
康
教
育
」

時
11
月
15
日
㈫
・
23
日
㈷
・
29
日
㈫
、12
月
６

日
㈫
10
時
～
11
時
30
分
場
中
総
合
会
館

内
産
後
指
導
士
の
坂
野
智
美
さ
ん
に「
女
性
ホ

ル
モ
ン
」と
上
手
に
付
き
合
う
た
め
の
知
識
を

学
ぶ
対
市
内
在
住
の
各
開
催
日
の
テ
ー
マ
に
該

当
す
る
女
性
定
先
着
各
10
人
申
電
話
で
人
権

啓
発
推
進
課（
☎
66
・
１
０
２
２
）へ
。

舞
鶴
市
駅
伝

時
11
月
20
日
㈰
10
時
か
ら
場
青
葉
山
ろ
く
公
園

内
４
区
間
計
13
・
２
㌔
…
一
般（
高
校
生
以
上
）

男
・
女
の
部
、中
学
生
男
・
女
の
部
、オ
ー
プ
ン

の
部
料
１
チ
ー
ム
６
，０
０
０
円（
中
学
～
高
校

生
の
み
は
３
，０
０
０
円
）申
10
月
28
日
㈮
ま
で

に
所
定
の
申
込
書
か
申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム
で
ス

ポ
ー
ツ
振
興
課（
☎
66
・
１
０
５
８
）へ
。左
コ
ー

ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
可
。
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観光・イベント・スポーツ
などに関する舞鶴の魅力
をＰＲする動画など

イベントなどの
旬な情報をお届け

公式 Facebook（フェイスブック） 公式ムービーチャンネル（YouTube）公式 LINE アカウント
防災情報、
市政・イベント情報など
←登録は、こちらのコードから

申
10
月
15
日
㈯
ま
で
に
電
話
で
。

●
子
ど
も
ろ
く
ろ

時
10
月
30
日
㈰
10
時
～
11
時
30
分
、13
時
30
分

～
15
時
、15
時
～
16
時
30
分
対
小
学
生
と
そ
の

保
護
者
定
各
５
組（
多
数
の
場
合
抽
選
）料
１
組

２
，２
０
０
円
申
10
月
21
日
㈮
ま
で
に
電
話
で
。

ま
な
び
あ
む 

（
☎
64
・
４
０
６
０
）

●
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
教
室「
た
の
し
い
読
み

聞
か
せ
」

時

10
月
26
日
㈬
10
時
～
12
時
対
子
育
て
中
の

親
子
定
16
組（
多
数
の
場
合
抽
選
）

申
10
月
18
日
㈫
ま
で
に
電
話
で
。

●
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
技
を
子
ど
も
た
ち
へ

時
10
月
29
日
㈯
10
時
～
13
時
対
小
学
生
～
高

校
生（
小
学
３
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）内
万

願
寺
甘
と
う
を
使
っ
た
料
理
作
り
定
16
人（
多

数
の
場
合
抽
選
）料
５
０
０
円（
材
料
代
）

申
10
月
21
日
㈮
ま
で
に
電
話
で
。

●
中
高
年
男
性
の
た
め
の
料
理
教
室

時
11
月
19
日
㈯
、
12
月
17
日
㈯
、来
年
３
月
18
日

㈯
9
時
～
14
時
対
市
内
在
住
の
40
歳
以
上
の
男
性

定
12
人（
多
数
の
場
合
抽
選
）料
１
回
８
０
０
円（
材

料
代
）申
11
月
11
日
㈮
ま
で
に
電
話
で
。

シ
ニ
ア
向
け
ス
マ
ホ
教
室

時
10
月
27
日
㈭
13
時
30
分
～
14
時
30
分

場
南
公
民
館
内
ス
マ
ホ
を
使
っ
た
情
報
の
検
索

方
法
、音
声
検
索
な
ど
対
市
内
在
住
の
65
歳
以
上

定
20
人（
多
数
の
場
合
抽
選
）

申

10
月
18
日
㈫
ま
で
に
電
話
か
窓
口
で
同
館

（
☎
62
・
０
２
８
８
）へ
。

城
南
会
館 

（
☎
78
・
１
８
０
０
）

●
ぷ
に
か
わ
い
い
多
肉
の
寄
せ
植
え
教
室

時
10
月
28
日
㈮
９
時
30
分
～
12
時
定
10
人（
多

数
の
場
合
抽
選
）
料
１
，５
０
０
円（
材
料
代
）

申
10
月
18
日
㈫
ま
で
に
電
話
で
。

●
パ
テ
ィ
シ
エ
に
教
わ
る
抹
茶
ケ
ー
キ
教
室

時
11
月
９
日
㈬
13
時
30
分
～
16
時
定
20
人（
多

数
の
場
合
抽
選
）
料
１
，５
０
０
円（
材
料
代
）

申
10
月
20
日
㈭
ま
で
に
電
話
で
。

●
と
っ
て
お
き
の
舞
鶴「
漁
師
に
教
わ
る
魚

料
理
教
室
」（
秋
編
）

時
11
月
18
日
㈮
11
時
～
14
時
定
20
人（
多
数
の

場
合
抽
選
）料
４
０
０
円（
材
料
代
）

申
10
月
20
日
㈭
ま
で
に
電
話
で
。

聞
こ
え
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
教
室

時

10
月
29
日
㈯
13
時
～
15
時
30
分
場
西
駅
交

流
セ
ン
タ
ー
定
先
着
50
人

申
10
月
21
日
㈮
ま
で
に
、住
所
、氏
名
を
記
入

し
て
、フ
ァ
ク
ス
で
聴
言
セ
ン
タ
ー（
☎
64
・

３
９
１
１
、ＦＡＸ
64
・
３
９
１
２
）へ
。

親
子
読
み
聞
か
せ
教
室

時
11
月
２
日
㈬
10
時
～
11
時
30
分
場
中
総
合

会
館
対
市
内
在
住
の
３
歳
以
下
と
そ
の
保
護
者

（
祖
父
母
も
可
）
定
先
着
10
組
申

10
月
26
日
㈬

ま
で
に
電
話
で
中
公
民
館（
☎
62
・
０
４
０
０
）へ
。

西
公
民
館 

（
☎
75
・
６
５
０
１
）

●
ち
く
ち
く
小
さ
な
着
物
教
室

時
11
月
10
日
～
12
月
22
日
ま
で
の
毎
週
木
曜
日
、

10
時
～
11
時
30
分
内
古
い
着
物
か
ら
壁
掛
け
用

の
ミ
ニ
着
物
を
作
る
対
市
内
在
住
の
人

定
10
人（
多
数
の
場
合
抽
選
）料
５
０
０
円（
材

料
代
）申
10
月
28
日
㈮
ま
で
に
電
話
で
。

●
健
や
か
子
育
て
教
室「
産
後
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
」

時
11
月
10
日
㈭
10
時
～
11
時
30
分

内
骨
盤
調
整
を
兼
ね
た
健
康
体
操
対
就
学
前

の
子
ど
も
が
い
る
母
親
定
先
着
15
人

他
無
料
託
児
あ
り
申
11
月
２
日
㈬
ま
で
に
電

話
で
さ
る
な
ぁ
と（
☎
76
・
８
３
３
３
）へ
。

教
室

勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー 

（
☎
64
・
３
２
０
０
）

●
囲
碁
・
将
棋
サ
ロ
ン

時
毎
月
第
１
月
曜
日（
祝
日
の
場
合
は
翌
週
）13

時
30
分
～
16
時
30
分

●
楽
々
ヒ
ー
リ
ン
グ
ヨ
ー
ガ
サ
ロ
ン

時
毎
月
第
１
日
曜
日（
来
年
１
月
の
み
第
２
日

曜
日
）９
時
30
分
～
11
時
定
先
着
20
人

申
電
話
で
。

舞
鶴
ス
ポ
ー
ツ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

 

（
東
体
育
館
内
、☎
66
・
１
０
６
１
）

●
秋
の
朝
ヨ
ガ

時
10
月
6
日
㈭
、11
日
㈫
9
時
～
9
時
30
分

場
伊
佐
津
川
運
動
公
園
料
５
０
０
円
定
先
着
20

人
他
雨
天
中
止
問
同
公
園（
☎
75
・
２
２
８
２
）

●
ミ
ズ
ノ
流
ボ
ー
ル
遊
び
教
室

時
・
内
11
月
12
日
㈯
❖
4
歳
～
6
歳
…
9
時
30

分
～
10
時
30
分
❖
小
学
1
年
～
3
年
生
…
11
時

～
12
時
場
東
体
育
館
料
１
，０
０
０
円
定
先
着

各
20
人
申
10
月
17
日
㈪
10
時
か
ら
電
話
で
同
館

へ
。掲
載
し
た
教
室
の
ほ
か
、月
例
教
室

あ
り
。詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
。

消
費
生
活
講
座「
金
融
犯
罪
の
手
口
と
対
策
」

時
10
月
23
日
㈰
14
時
～
15
時
30
分

場
中
総
合
会
館
対
市
内
在
住
、在
勤
の
人

定
先
着
30
人
申

10
月
20
日
㈭
ま
で
に
電
話
で

生
活
支
援
相
談
課（
☎
66
・
１
０
０
６
）へ
。

陶
芸
館 

（
☎
64
・
３
２
６
３
）

●
も
の（
干え

と支
）づ
く
り

時
10
月
23
日
㈰
10
時
～
12
時
、14
時
～
16
時

定
各
10
人（
多
数
の
場
合
抽
選
）料
❖
大
人
１
，

４
０
０
円
❖
中
学
生
以
下
１
，１
０
０
円

【
有
料
広
告
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Wind of Maizuru
毎週木曜日、12時40分～12時50分
舞鶴のイベント情報などを紹介

お役立ち情報やイベント情報などを
広報番組「パブリックラインまいづる」などで
お知らせしています

市の広報番組

甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習

時

10
月
26
日
㈬
・
27
日
㈭
９
時
～
16
時
30
分

（
27
日
は
15
時
30
分
ま
で
）場
西
総
合
会
館

定
先
着
40
人
料
１
，５
０
０
円（
テ
キ
ス
ト
代
）

申
10
月
19
日
㈬
ま
で
に
所
定
の
用
紙（
東
・
西

消
防
署
備
え
付
け
。
消
防
本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）で
消
防
本
部（
☎
66
・

０
１
１
９
）か
東
消
防
署（
☎
65
・
０
１
１
９
）、

西
消
防
署（
☎
77
・
０
１
１
９
）へ
。

募
集

再
生
品
の
展
示
・
申
し
込
み

時
10
月
31
日
㈪
ま
で
の
平
日
８
時
30
分
～
16
時

30
分
と
23
日
㈰
13
時
～
16
時
30
分
場
リ
サ
イ

ク
ル
プ
ラ
ザ
内
家
具
な
ど
約
１
２
０
点
を
展
示

申
同
プ
ラ
ザ
に
備
え
付
け
の
用
紙
で（
１
世
帯

１
点
。多
数
の
場
合
は
抽
選
）

問
同
プ
ラ
ザ（
☎
64
・
７
２
２
２
）

舞
鶴
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
国
際
福
祉
専
門
学
校

●
入
学
試
験

時
10
月
８
日
㈯
～
来
年
３
月
に
全
６
回

定
介
護
福
祉
学
科
、国
際
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
学
科
…

各
40
人
対
高
等
学
校（
こ
れ
と
同
程
度
の
も
の
を

含
む
）を
卒
業
し
た
人
か
来
年
３
月
に
卒
業
見
込

み
の
人

●
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

時
10
月
８
日
14
時
～
16
時（
以
降
も
毎
月
開
催
）

内
体
験
授
業
、校
内
見
学
、入
試
説
明
、奨
学
金

説
明
、個
別
相
談
な
ど

●
学
費
実
質
無
料
の
奨
学
金
制
度

介
護
福
祉
学
科
に
入
学
し
、卒
業
後
に
市
内
で

介
護
福
祉
士
と
し
て
３
年
間
従
事
す
る
と
返
済

免
除
と
な
る
市
が
実
施
の
年
間
１
０
０
万
円（
上

限
）の
奨
学
金
制
度
あ
り
。

問
同
校（
☎
64
・
３
６
８
６
）。
奨
学
金
制
度
は

高
齢
者
支
援
課（
☎
66
・
１
０
１
３
）

自
衛
官
な
ど

医
科
・
歯
科
幹
部
や
防
衛
大
学
校（
一
般
）な
ど

を
募
集
し
ま
す
。詳
し
く
は
防
衛
省
・
自
衛
隊
舞

鶴
地
域
事
務
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

下
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
可
。

問
同
事
務
所（
☎
63
・
３
２
７
２
）

舞
鶴
医
療
セ
ン
タ
ー
附
属
看
護
学
校　

社
会
人
・
推
薦
入
学
試
験

●
社
会
人
入
学
試
験

時
❖
１
次
試
験
…
11
月
10
日
㈭
❖
２
次
試
験

…
11
月
11
日
㈮
申
願
書
を
10
月
12
日
㈬
～
27

日
㈭（
消
印
有
効
）に
同
校（
☎
63
・
４
３
３
８
）へ
。

●
推
薦
入
学
試
験

時
11
月
10
日
申
願
書
を
10
月
24
日
㈪
～
11
月

１
日
㈫（
必
着
）に
同
校
へ
。

子
育
て

子
育
て
支
援
基
幹
セ
ン
タ
ー 
（
☎
62
・
０
１
０
３
）

●
さ
く
ら
ん
ぼ
ひ
ろ
ば

時
10
月
12
日
㈬
10
時
30
分
～
12
時
内
多
胎
児
親

子
の
交
流
と
情
報
交
換
対
多
胎
児
を
育
て
て
い

る
親
と
そ
の
子
ど
も
、多
胎
児
を
妊
娠
中
の
人

●
あ
か
ち
ゃ
ん
ひ
ろ
ば

時
10
月
26
日
㈬
10
時
30
分
～
11
時
30
分

内
ふ
れ
あ
い
あ
そ
び
や
絵
本
の
よ
み
か
た
り
、

子
育
て
の
話
、母
親
同
士
の
交
流

対
妊
娠
中
の
人
、１
歳
未
満
児
と
そ
の
母
親

●
ひ
よ
こ
ひ
ろ
ば

時
11
月
７
日
㈪
・
14
日
㈪
・
24
日
㈭
10
時
～
11

時
30
分
内
ふ
れ
あ
い
あ
そ
び
や
心
と
体
の
リ
ラ

ッ
ク
ス
体
操
、交
流
な
ど
対
４
か
月
～
1
歳
未

満
児
と
そ
の
母
親（
第
1
子
優
先
）定
先
着
10
組

他
24
日
の
み
託
児
あ
り（
一
人
３
０
０
円
）申
10

月
３
日
㈪
か
ら「
ま
い
コ
コ
」で
予
約
か
電
話
で
。

《
共
通
》場
中
総
合
会
館

あ
そ
び
あ
む 

（
☎
65
・
５
０
５
０
）

●
お
父
さ
ん
と
赤
ち
ゃ
ん
あ
そ
び
の
体
験　

つ
ち
ね
ん
ど
と
あ
そ
ぶ

時
10
月
16
日
㈰
10
時
30
分
～
11
時
対
４
か
月

～
１
歳
６
か
月
児
と
そ
の
父
親（
夫
婦
で
の
参

加
可
）定
先
着
10
組
申
電
話
か
受
付
窓
口
で
。

●
０
歳
あ
そ
び
の
体
験　

お
と
と
あ
そ
ぶ

時
10
月
19
日
㈬
10
時
30
分
～
11
時
対
１
歳
未

満
児
と
そ
の
保
護
者
定
先
着
10
組

申
電
話
か
受
付
窓
口
で
。

●
わ
く
わ
く
デ
イ

時
10
月
21
日
㈮
９
時
30
分
～
12
時

内
乳
児
専
用
拡
大
ス
ペ
ー
ス
で
自
由
に
遊
ぶ

対
２
歳
未
満
児
と
そ
の
保
護
者

●
１
歳
あ
そ
び
の
体
験　

つ
ち
ね
ん
ど
と
あ
そ
ぶ

時
10
月
26
日
㈬
10
時
30
分
～
11
時

対
１
～
２
歳
未
満
児
と
そ
の
保
護
者

定
先
着
10
組
申
電
話
か
受
付
窓
口
で
。

ア
ー
ト
ス
タ
ー
ト
陶
芸
・
園
芸
の
部

時
11
月
４
日
㈮
、来
年
３
月
16
日
㈭
10
時
～
12

時
場
陶
芸
館
対
市
内
在
住
の
乳
幼
児
と
そ
の

保
護
者
定
先
着
10
組
程
度
料
１
，４
０
０
円（
材

料
代
）申
10
月
17
日
㈪
～
27
日
㈭
に
申
し
込
み

フ
ォ
ー
ム
で
。左
下
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
可
。

問

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ひ
と
ま
わ
り（
☎

０
８
０・８
３
１
３・７
７
６
０
）

ど
こ
で
も
あ
そ
び
あ
む
＠
神
崎　
　
　

～
て
つ
の
す
な
あ
そ
び
～

時

11
月
５
日
㈯
14
時
～
15
時
場
神
崎
海
水
浴

場
定
先
着
10
組（
30
人
程
度
）
申

10
月
８
日
㈯

～
22
日
㈯
に
専
用
申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム
で
。
左

コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
可
。
問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ま

い
づ
る
遊BixS

の
迫
田
さ
ん（
☎

０
９
０・９
９
８
７・６
４
６
２
）

【
有
料
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【
料
金
】無
料

【
問
い
合
わ
せ
先
】舞
鶴
市
文
化
協

会
事
務
所（
火
・
金
曜
日
の
13
時
〜

16
時
、☎
64
・
5
1
0
9
）

  

　
　 

　
　  

　 《
文
化
振
興
課
》

総合文化祭の日程一覧

月 日 行　事　名 場　所

10

8・9 お茶といけ花の祭典 総合文化会館

8 ～ 10
写団「北京都・写楽」写真展

中総合会館
フォトクラブ蒼空写真展

14 ～ 16 水墨画・緑峰会展 西駅交流センター

15・16 書道展 中総合会館

15・16 芸能祭 ( プログラムは下表のとおり )

総合文化会館21 ～ 23 彩絵画会展

22・23 ミニ着物展

22 吟道大会 中総合会館

23 市民吹奏楽団定期演奏会 総合文化会館

28 ～ 30 柊展 赤れんが 2 号棟

11

3
Halau Hula Akahai Malie Ho'ike 2022

総合文化会館
大正琴の集い

5
舞鶴市民俳句大会 中総合会館

舞鶴クラリネットアンサンブル定期演奏会 総合文化会館

12・13 あしで会書展 西駅交流センター

13 都山流尺八舞鶴会演奏会 2022
総合文化会館

23 恋さんバンド歌謡ショー

26 落ち葉舞い散るコンサート 赤れんが 2 号棟

27 ナツメロ歌謡祭 総合文化会館

の
総
合
文
化
祭

市
文
化
協
会
の
加
盟
団
体
が
、日

頃
の
練
習
の
成
果
を
披
露
す
る
総
合

文
化
祭
。
11
月
27
日
㈰
ま
で
、市
内

各
所
で
魅
力
あ
る
発
表
や
展
示
会
が

開
催
さ
れ
ま
す
。日
程
は
左
表
の
と

お
り
。

【
有
料
広
告
】

【
有
料
広
告
】

順番 内容 出演団体

１ 洋楽 木村流大正琴（琴遊会）

２ 邦楽 葉風会舞鶴支部
３ 歌謡 ナツメロ友の会
４

新舞踊
てまり会

５ 智の会
６ 睦会
７ 日舞 喜扇満の会
８ 洋舞 フォークダンスサークル「スウィング」
９ 新舞踊 藍の会
10 剣舞 新剣扇詩舞（竹静会）
11 新舞踊 睦会
12

洋舞
畑本久美 Dance School

13 Halau Hula Akahai Malie

10月15日㈯

芸能
祭

順番 内容 出演団体
１

洋楽
琴修会舞鶴支部 (よつば会 )

２ h＆ m

３ ア・カペラ The Last Order

４ 洋楽 ギター・アンサンブル「知音」
５ 洋舞 Happy Bellydance appreciate
６ 吟詠 詩吟道一期会
７ 軽音楽 MKT-Music School
８ 新舞踊 鶴の会
９

軽音楽
askk

10 Mayumi＆ウオーターバンド
11 恋さんバンド

10月15日プログラム 10月16日プログラム

総合文化祭の日程一覧

‐ ‐ ‐

　　 16日㈰
13時から

総合文化会館

‐ ‐

202022 広報まいづる 10月号



aoinowanko 　      　　          … yasu.crescent37         …

arisa_garden_kyoto     …

xiumingbangen          …今月の

　「#ヅルいい舞鶴」「#myヅルいい」のタグが付いたインスタグラム
の投稿の中から、シティブランディングプロジェクト（※）メンバーが
投稿をピックアップ！投稿者（写真左上がアカウント名）からのコメ
ントと併せて紹介します。舞鶴の良いところを再発見しましょう。

犬の名前は「わんこ」。3年前に8歳
で舞鶴にやってきました。舞鶴の
湾の子になったので、現在は舞鶴
湾子です。
わんこを通して見えた人や風景に
わんこを添えて投稿しています。
いつもわんこの訪問を笑顔で迎え
てくれる地域のおばちゃま達との、
ほっこり癒しのひと時を写真に収
めました。
舞鶴や周辺地域の魅力をわんこと
お届けします。

坂根食堂の肉うどん。息
子が帰省すると一緒に行
きます。還暦を迎える私
が子どもの頃からある店。
私にとっても息子にとっ
ても懐かしい味、これか
らも続いてほしい味。

お気に入りの川沿いを散
策していると見慣れない
色の蜂が（ナミルリモン
ハナバチ）…。まさかい
るとは思ってなかったの
で夢中で撮りました。

由良川の恵みで農業をさ
せてもらっています。私
にとって母なる川。
ふと気分転換したくなっ
た時にも。橋から見るこ
の景色が大好きです。

うまいづる
—

今月の表紙
—

幸せのブルービー
—

日常
—

※「舞鶴をまちの内側から元気にしたい」「市民の皆さんにもっとまちへの誇りや愛着を持っ
てほしい」という思いで令和2年度から始まった事業。市内事業者、教員、市の若手職
員などで結成し舞鶴の魅力発信に取り組んでいる

明
治
時
代
に
北
ア
メ
リ
カ
か
ら
観
賞
用
に

移
入
さ
れ
た
が
、野
生
化
し
、戦
後
急
速
に
広

が
っ
た
帰
化
植
物
。空
き
地
や
耕
作
放
棄
地
な

ど
に
群
生
す
る
。茎
は
ま
っ
す
ぐ
に
伸
び
、高

さ
２
～
３
㍍
に
も
な
り
、長
さ
６
～
13
㌢
の
披

針
形
の
葉
を
た
く
さ
ん
付
け
る
。秋
、茎
の
先

に
10
～
50
㌢
の
大
き
な
円
錐
花
序
を
出
し
、径

６
㍉
程
の
黄
色
の
花
を
た
く
さ
ん
付
け
る
。名

前
の
由
来
は
、ア
ワ
ダ
チ
ソ
ウ（
ア
キ
ノ
キ
リ

ン
ソ
ウ
）に
似
て
大
型
な
こ
と
か
ら
。急
速
に

全
国
に
広
が
っ
た
の
は
、養
蜂
家
が
花
の
少
な

い
晩
秋
の
蜜
源
と
し
て
広
め
た
と
も
い
わ
れ
る
。

ま
い
づ
る
花
図
鑑

【
協
力
】 

瓜
生
勝
朗 

氏

 Vol.189

セイタカアワダチソウ（キク科）

性
が
育
ま
れ
な
く
な
る
。さ
ら
に
は
、世
帯
規

模
の
縮
小
や
子
ど
も
が
い
る
世
帯
割
合
の
減

少
に
よ
り
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
希
薄
化
や
地

域
社
会
の
活
力
低
下
を
招
き
、高
齢
者
を
支
え

る
社
会
構
造
が
維
持
で
き
な
く
な
る
。婚
姻
率

の
低
下
や
晩
婚
化
も
進
み
、ま
す
ま
す
少
子
化

が
進
展
す
る
。

　
経
済
的
な
影
響
と
し
て
は
、労
働
力
供
給
が

減
少
し
、経
済
成
長
率
が
低
下
す
る
。そ
の
た
め
、

所
得
の
減
少
、貯
蓄
率
の
低
下
、消
費
の
低
迷

が
投
資
を
抑
制
し
、
労
働
生
産
性
の
低
下

に
つ
な
が
る
。高
齢
者
の
相
対
的
増
加
と
生
産

年
齢
人
口
の
減
少
で
、
現
役
世
代
の
1
人

当
た
り
の
社
会
保
障
費
負
担
が
増
大
し
、国
民

を
守
る
医
療
、福
祉
等

の
社
会
保
障
制
度
や
年

金
制
度
が
維
持
で
き
な

く
な
る
。（
次
号
に
続
く
）

日
本
の
危
機
的
な
人
口
減
少
を
抑
制
す
る

た
め
に（
そ
の
２
．少
子
化
の
影
響
）

　
65
歳
以
上
の
お
年
寄
り
１
人
を
現
役
世
代

（
20
～
64
歳
）で
支
え
る
た
め
に
、60
年
前
は

９・
１
人「
胴
上
げ
型
」で
あ
っ
た
も
の
が
、

10
年
前
に
は
２・４
人「
騎
馬
戦
型
」に
な
り
、

こ
の
ま
ま
で
30
年
後
を
迎
え
る
と
１・３
人

「
肩
車
型
」の
社
会
が
到
来
す
る
こ
と
が
見
込

ま
れ
て
い
る
。

　
少
子
化
が
現
実
と
な
る
中
、社
会
的
な
影
響

と
し
て
は
、学
校
規
模
が
縮
小
し
、子
ど
も
の

健
全
な
成
長
に
必
要
な
教
育
環
境
を
整
え
る

こ
と
が
困
難
と
な
る
。子
ど
も
同
士
の
交
流
は

減
り
、切せ

っ
さ
た
く
ま

磋
琢
磨
の
機
会
喪
失
や
過
保
護
化
が

見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
な
ど
、子
ど
も
の
社
会

ド
ク
タ
ー
Ｔ
の
ひ
と
り
ご
と　
　

　
　
　
　
～
そ
の
１
１
７
～
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多
世
代
交
流
の
場
を
作
り
た
い

日星高等学校　教諭

髙田 智哉 さん

Vol.99

伝
え
る
活
動
の
大
切
さ
を
学
ぶ

昔
か
ら
人
と
話
す
こ
と
が
好
き
だ
っ

た
。ど
う
し
た
ら
い
ろ
い
ろ
な
人
と
出

会
い
、い
ろ
い
ろ
な
話
が
で
き
る
の
か

考
え
た
時
に
た
ど
り
着
い
た
の
が
、学

生
団
体
の
活
動
だ
っ
た
。「
大
学
１
～

３
年
生
の
間
は
主
に
ハ
ン
セ
ン
病
の
啓

発
活
動
を
し
て
い
ま
し
た
。１
年
生
の

夏
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
出
会
っ
た
お

ば
あ
さ
ん
が
き
っ
か
け
で
す
」と
話
す
。

ハ
ン
セ
ン
病
患
者
へ
の
差
別
、正
し
い

理
解
な
ど
、自
分
の
目
で
見
た
こ
と
、

肌
で
感
じ
た
こ
と
を
伝
え
た
い
と
い
う

思
い
が
強
く
な
っ
た
そ
う
。「
日
本
に

帰
っ
て
か
ら
は
、多
く
の
療
養
所
を
回
っ

た
り
、講
演
会
に
も
登
壇
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
り
と
、文
字
で
も
映
像
で
も
自

分
の
言
葉
で
も
、伝
え
る
こ
と
の
大
切

さ
を
実
感
し
ま
し
た
。ハ
ン
セ
ン
病
に

関
す
る
こ
と
以
外
で
も
全
国
を
回
り
、

ま
ち
づ
く
り
、原
発
問
題
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、一
方
的
な
意

見
で
は
な
く
、い
ろ
ん
な
意
見
を
聞
い

て
知
見
を
広
げ
ま
し
た
。そ
こ
で
得
た

経
験
や
行
動
力
は
今
の
自
分
に
つ
な

が
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。こ
う
し
た

経
験
を
生
徒
た
ち
に
も
伝
え
て
い
き
た

い
で
す
」と
当
時
を
振
り
返
る
。

学
生
が
舞
鶴
を
盛
り
上
げ
る

舞
鶴
の
こ
と
を
考
え
出
し
た
の
は
、

就
職
活
動
で
自
己
分
析
を
し
て
い
た

時
だ
と
い
う
。「
舞
鶴
は
自
然
豊
か
で

面
白
い
人
も
多
い
の
に
、子
ど
も
達
は

早
く
舞
鶴
を
出
た
い
、舞
鶴
に
は
何
も

な
い
と
よ
く
言
い
ま
す
。舞
鶴
の
ポ
テ

ン
シ
ャ
ル
を
考
え
る
と
そ
れ
は
と
て
も

も
っ
た
い
な
い
こ
と
で
す
。大
学
生
の

自
分
に
何
か
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
と

考
え
た
の
が
、学
生
団
体
を
立
ち
上
げ
、

自
分
た
ち
で
舞
鶴
を
盛
り
上
げ
て
い
こ

う
と
い
う
こ
と
で
し
た
。３
年
生
の
時

に
同
じ
思
い
を
持
っ
て
い
た
中
学
の
後

輩
と『
学
生
団
体m

y link

』を
立
ち

上
げ
、ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
ま
ち
の
人

へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
な
ど
、ま
ち
お
こ

し
に
つ
な
が
る
活
動
を
続
け
、今
で
は

約
20
人
集
ま
る
団
体
に
な
り
ま
し
た
。

社
会
人
と
な
っ
た
今
は
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

と
し
て
関
わ
っ
て
い
ま
す
が
、舞
鶴
を

盛
り
上
げ
る
に
は
若
い
力
が
必
要
不
可

欠
で
す
。若
い
力
が
舞
鶴
を
元
気
に
す

る
と
思
い
ま
す
」と
笑
顔
で
話
す
。

社
会
人
と
学
生
を
つ
な
ぐ

生
徒
の
将
来
の
選
択
肢
を
広
げ
ら
れ

る
先
生
に
な
り
た
い
と
い
う
髙
田
さ
ん
。

「
就
職
活
動
を
す
る
時
に
、大
学
生
は
自

己
分
析
を
し
た
り
就
業
体
験
を
し
た
り

と
、業
界
や
会
社
の
こ
と
を
知
る
機
会

が
多
く
あ
り
ま
す
。一
方
で
高
校
生
は

高
校
に
き
た
求
人
の
中
か
ら
、地
元
で

良
い
と
言
わ
れ
て
い
る
会
社
だ
か
ら
、

給
料
が
良
い
か
ら
と
い
う
理
由
で
就
職

先
を
決
め
て
し
ま
う
こ
と
が
多
く
あ
り
、

ミ
ス
マ
ッ
チ
が
起
こ
り
や
す
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。先
生
と
し
て
ミ
ス
マ
ッ
チ

を
少
し
で
も
減
ら
し
、生
徒
の
選
択
肢

を
少
し
で
も
広
げ
て
あ
げ
ら
れ
る
よ
う

に
し
た
い
で
す
」と
語
る
。

そ
れ
は
学
内
に
と
ど
ま
ら
ず
、舞
鶴

全
体
に
も
。「
現
在
、多
世
代
で
交
流
で

き
る
場
を
作
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

社
会
人
と
学
生
が
つ
な
が
り
、学
生
の

悩
み
を
社
会
人
が
聞
い
て
あ
げ
た
り
、

学
生
が
社
会
人
と
関
わ
り
を
も
っ
た
り

す
る
中
で
こ
う
い
う
仕
事
も
あ
る
ん
だ
、

こ
う
い
う
考
え
方
も
あ
る
ん
だ
っ
て
い

う
の
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
場
が
あ
れ

ば
、学
生
の
選
択
肢
も
よ
り
広
が
り
を

見
せ
る
と
思
い
ま
す
」と
意
欲
を
燃
や

す
髙
田
さ
ん
の
そ
の
姿
か
ら
は
、舞
鶴

の
未
来
を
照
ら
す
明
る
さ
が
あ
ふ
れ
て

い
た
。

学生団体 my link のメンバーインドネシアの子どもと接する髙田さん

高校まで舞鶴で過ごし、愛知県の大学に進学。マ
スコミ関係などに内定が決まっていたが、選んだ道
は地元・舞鶴での就職。大学時代には日本国内、世
界を飛び回りながら、舞鶴を盛り上げたいと学生団
体を立ち上げるなど精力的に活動してきた。さまざ
まな経験をしてきた髙田さんに、地元・舞鶴への思
いや今後の活動への意欲について伺った。

※400㍉㍑のみ。骨髄バンクドナー登録会も同時開催

納期…10/31㈪
市府民税３期
国民健康保険料５期
介護保険料５期
後期高齢者医療保険料４期 222022 広報まいづる 10月号



毎週日曜日　９：00～12：00／13：00～17：00
（受け付けはそれぞれ終了30分前まで）

舞鶴市休日急病診療所
（舞鶴医療センター敷地内）　☎63・4970

10/15 ㈯　開業医の診療終了後
10/16 ㈰　８：30から

10/22 ㈯　開業医の診療終了後
10/23 ㈰　８：30から
11/  5 ㈯　開業医の診療終了後
11/  6 ㈰　８：30から

10/29 ㈯　開業医の診療終了後
10/30 ㈰　８：30から
11/  3 ㈷　８：30から

舞鶴赤十字病院  ☎75・4175 舞鶴医療センター  ☎62・2680 舞鶴共済病院  ☎62・2510

10/16 ㈰
9：00～18：00

（受け付けは17：30まで）

10/23 ㈰、11/ 6 ㈰　
9：00～18：00

（受け付けは17：30まで）

10/30 ㈰、11/ 3 ㈷
9：00～18：00

（受け付けは17：30まで）

舞鶴赤十字病院  ☎75・4175 舞鶴医療センター  ☎62・2680 舞鶴共済病院  ☎62・2510

舞鶴市休日急病診療所の内科一次救急診療

休日・土曜日の救急・急病診療（内科・外科）

休日の小児科一次診療

土曜日に午後の診療がある診療所（小児科、内科系）

※できる限り昼間の時間帯に受診をお願いします。また、軽症など緊急を要しない場合には、できる限り平日　
の診療時間内に「かかりつけ医」での受診を

■小児科…西村医院（浜、☎63・5456）
■内科系…肥後内科医院（浜、☎62・0359）、大西医院（浜、☎62・0116）、
鳥井医院（倉谷、☎75・3111）

※まずは電話で事前に症状などをお伝えください

※臨時休診の場合あり。診療時間などはお問い合わせを

リサイクルプラザの休場 10/16㈰ ・ 22㈯ ・ 29㈯ ・ 30㈰ ・ 31㈪、11/5㈯

休
日
診
療

2
0
2
2
暮
ら
し
の
カ
レ
ン
ダ
ー
　 

　
■
■
相
談
会

休日に開局している処方せん対応薬局
開局時間 ９：00～17：00　

休日・土曜日の水道修理

献血の日程

10/23 ㈰、11/ 6 ㈰ まいづる薬局国立前
（倉梯町、☎65・1188）

10/30 ㈰ フラワー薬局舞鶴店
（浜、☎65・2277）

11/ 3 ㈷ まいづる薬局本店
（桃山町、☎66・3311）

舞鶴市管工事協同組合（☎080・3770・6767、 
営業時間：8：00～17：00）

10/11㈫ 9：30～11：15 舞鶴市役所12：30～15：30

10/16㈰ 9：30～11：15 ジュンテンドー
西舞鶴モール13：00～15：30

10/24㈪ 9：45～11：30 舞鶴総合庁舎12：45～15：30

10/29㈯ 9：30～11：30 らぽーる西側
広場13：00～15：30

※400㍉㍑のみ。骨髄バンクドナー登録会も同時開催

無
料

内　　容 日　　時 場　所 問い合わせ・その他

仕
事

就職個別相談 10/12㈬・19㈬・26㈬、
11/9㈬ 10：00～16：00

ジョブ・サポート
まいづる

ジョブ・サポート
まいづる
☎63・0810

若者サポートステーション出張相談 10/13㈭・20㈭・27㈭、
11/10㈭ 10：00～15：00

ＪＰカレッジ 10/13㈭、11/10㈭ 10：30～12：00
13：00～14：30

就労準備支援個別相談 10/14㈮・21㈮・28㈮、
11/4㈮ 10：00～16：00

マザーズジョブカフェ巡回相談 10/17㈪ 10：00～16：00
福祉のお仕事相談 11/1㈫ 13：00～16：00
看護職就業相談会 11/7㈪ 13：30～15：00

ひとり親家庭就労相談 10/11㈫・25㈫ 10：00～16：00 市役所別館 府ひとり親家庭自立支援センター
☎0773・23・2771

看護職就業相談会 10/19㈬ 13：30～15：00 ハローワーク舞鶴 府北部看護職支援センター
☎0772・46・9002

教
育 定例教育委員会 10/24㈪ 14：00から 市役所別館 教育総務課　☎66・1070

福
祉

療育相談 10/11㈫・24㈪ 13：30～15：30 支援センター
みずなぎ

生活支援センターみずなぎ
☎64・3766

高齢者・障害者権利擁護相談
（財産管理・遺産相続・遺言など） 10/12㈬、11/9㈬ 13：00から 市役所別館 高齢者支援課　☎66・1018

身体障害者相談 10/15㈯・25日㈫、
11/5㈯ 13：00～14：30 身障センター 障害福祉・国民年金課

☎66・1033、℻62・7957

行
政
・
法
律

行政相談
10/11㈫

14：00～15：30
南公民館

生活支援相談課　☎66・1006

11/8㈫ 西総合会館

弁護士多重債務法律相談 10/13㈭ 17：00～18：30 西駅交流センター

公証人相談 10/18㈫ 13：30～15：30 市役所本館
土地家屋調査士相談 10/18㈫ 13：30～15：30 市役所本館
弁護士心配ごと法律相談 10/21㈮ 13：00から 西総合会館

行政書士相談 11/1㈫ 13：30～15：30 市役所本館
税理士相談 11/2㈬   9：00～12：00 市役所本館
巡回市民相談 11/8㈫ 14：00～15：30 西総合会館
司法書士法律相談 11/10㈭ 13：30～16：30 市役所本館

弁護士府民法律相談 10/17㈪ 13：30から 中丹広域振興局 中丹広域振興局　☎62・2500

人
権

人権なんでもお気軽相談（電話も可） 10/11㈫・17㈪・24㈪・
31㈪、11/7㈪

  9：00～12：00
13：30～16：00 法務局舞鶴支局

法務局舞鶴支局　☎76・0858
特設人権相談 11/10㈭ 13：00～16：00 中丹広域振興局

女性のための相談室 平日   9：00～16：00 ‐ 女性のための相談室
☎65・0056

健
康

出張がん個別相談 10/20㈭ 13：30～15：30 中丹東保健所 府がん総合相談支援センター
☎0120・078・394 

聞こえの相談 10/27㈭ 13：00～16：00 聴言センター 聴言センター
☎64・3911、℻64・3912

暮
ら
し

FP による家計相談 10/12㈬ 10：00から 市役所本館 生活支援相談センター
☎66・5001ひきこもり支援巡回相談 11/4㈮   9：00～12：00 市役所本館

要申込

要申込

要申込

申込優先 〈定員12人〉

要予約 
〈先着3人〉

10/12㈬ 9：00から申込
〈先着8人〉

納期…10/31㈪
市府民税３期
国民健康保険料５期
介護保険料５期
後期高齢者医療保険料４期

10/12㈬16：00 まで
に申込 〈定員3人〉

10/19㈬ 8：30～12：00に
申込 〈定員11人 （抽選）〉

祝日のごみの収集 11/3㈷は可燃ごみの収集を休みます

10/19㈬ 16：00までに申込

10/21㈮ までに申込
〈先着5人〉
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広報まいづるアンケート
1.「広報まいづる」の内容の満足度は、次のうち

どれですか？
　①大変良い　②良い　③不満　④大変不満
2. 広報まいづる 10 月号で興味・関心を持った

記事は何ですか？
3. 舞鶴のまち並みで歴史を感じる所はどこです

か？

応募方法
「はがき（〒625-8555（住所不要）舞鶴市役所
広報広聴課あて）」か「市ホームページ応募フォー
ム（右下コードからアクセス可）」で①アンケー
トの回答 ②住所 ③氏名（ふりがな） ④年齢 ⑤電
話番号 ⑥広報紙や市政への意見などを記入し、
10 月 25 日㈫（消印有効）までに広報広聴課へ。

※応募は１人１通。当選者は全てのアン
ケートに回答があった人の中から抽選
で決定。発表は発送をもって代えさせ
ていただきます

※いただいた感想や意見は、匿名で広報
紙に掲載することがあります

9月号の人気記事
● １位…特集 公共交通を考える（67票）
● ２位…認知症になっても… ずっと一緒（40票）
● ３位…舞鶴で働こう！（13票）
　公共交通について特集した記事が1位を獲得しました。「公共交通は舞鶴
の課題であると感じていたので、その記事が特集されており興味が湧いた」

「通勤でJRを利用している。市外に通学する学生にはなくてはならない存
在」「高齢化社会で自家用車を運転している高齢者が多いことを実感してい
る。自分の親のことを考えても、年齢的にいつまで車を運転できるかなどを
考えている」といったコメントがありました。
　2位の認知症の記事には「一度、認知症サポーター養成講座を受けたこと
がある。また機会があれば、改めて受けてみたい」「公民館などを利用し、認
知症の人や高齢者などが集う場を、ボランティアの人たちで見守れる体制
ができればよい」「母親と二人暮らしをしているので、他人ごとではないと思っ
た」などのコメントがありました。
9月号広報アンケート
● 公共交通を利用していますか？
　 また、どうすればより利用しようと思いますか？
　利用していないという意見が多かったです。「今は利用していないが近々
免許の返納を考えている。市内公共交通のことが分かり参考になった。こう
いった情報をもっと掲載してほしい」「もっと本数が増えれば利用回数が増える」

「運賃をもう少し安くしてほしい」「バスの停留所を増やしてほしい」「小銭を
使わなくよいキャッシュレスの支払い方法を導入してほしい」「土日は乗り放
題など、お得なキャンペーンがあるとよい」などの意見がありました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《広報広聴課》

「身
し ん ど ふ じ

土不二」をモットーに、食を通した「まち」と「むら」の懸け橋
を目指している舞鶴ふるるファーム。

農村レストランでは、同ファームや地元農家が作った野菜や、四
季折々の地元の海産物をたっぷり使った約80～100種類もの自然
食メニューが用意され、窓際の席からは冠島が浮かぶ美しい若狭湾
を望むことができます。心も体もワクワクするランチを、ぜひお楽
しみください。

【提供】舞鶴ふるるファーム（瀬崎 60 番地、☎ 68・0233）

あなたの意見や感想を
聞かせてください

アンケートに答えて
プレゼントに応募しよう
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3組

医食同源～大浦の恵みを食べて元気に～
農村レストランふるるの
ペアランチ券

抽選で

170件

フォーム
145件

はがき
25件

応募件数

10代（1人）
20代（8人）

30代（21人）

40代（30人）

50代（32人）

60代（44人）

80代（5人）

70代（27人）

応募者
年代

90代（1人）
未回答（1人）
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